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完璧王子はいたずらがお好き！
～無垢な伯爵令嬢、翻弄される～
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　金の細工で縁取られた大きな鏡には、一人の青年が映っていた。濡れるように艶めく黒髪は整髪剤で全体的に後ろに流され、端麗な面立ちがはっきりと見て取れる。凛々しい眉、形のいい二重瞼から覗く瞳は宵の口のような紫がかった青色をしていた。すっと通った鼻梁、少し厚みのある下唇、どれをとっても計算されたかのように整い尽くしている。

　純白のジュストコールには華やかな金と赤の刺繍がなされ、クラヴァットタイも同じように白で統一されていた。

「本日も完璧でございますわね、フェリクス殿下」

　彼の身支度を終えた侍女が鏡に映った主人に対して満足そうに微笑んだ。

「いつもありがとう」

　柔らかな低音の声は誰が聞いても心地がいい。礼を言われた侍女も相好を崩した。

「午後からは各地の領主が揃います。殿下にもご挨拶をお願いいたします」

　侍女のさらに後ろ、部屋の入り口に背筋を伸ばして立っている真面目そうな男が口を開いた。深紅で統一された制服を身に着けている彼は王族の身辺を警護する王室親衛隊の一人である。

「わかっているよ。その後は晩餐会と、舞踏会だろう？　時間になったら呼びに来てくれ。それまで下がっていていい」

「かしこまりました。ではのちほどまいります」

　侍女と親衛隊の男は深く一礼するとフェリクスの部屋を出ていった。

「ありがとう、か……」

　ぽつりと零れ落ちた独り言には先ほどのような柔らかさはない。冷たく、どこか自嘲気味だった。

「俺の演技力は大したものだと思わないか？」

　鏡に手をついて、そこに映る自身に語りかける。

「みんな俺を完璧な人間だと信じきっている。それが偽りの姿だとも知らずに」

　王家に生まれた時から周囲の期待に応えるように、国民の理想を裏切らないように、と徹底的に教育を受けてきたし、両親もそれを望んだ。それが当たり前だと思っていたのは幼少の頃だけ。成長し、さまざまな書物や他国の人間との交流を通じて、自分がいかに窮屈な人生を歩んでいるかを知ってしまった。それからというもの疲れている時でも、本意ではなくても、相手が喜ぶことを第一に考えて行動することが、だんだん億劫になってきた。

　晩餐会はともかく、最近の悩みの種は舞踏会だ。

　決まった婚約者もおらず、二十三歳を迎えたフェリクスのもとには、ぜひ我が娘を候補にしてほしいと熱望する貴族たちから、続々と令嬢が送り込まれてくる。その中に心動かされる女性がいればいいのだが、残念ながらいまだに出会えていない。

　彼女たちが見ているのは、偶像であるフェリクス・サズ・アウレスカ王太子である。完璧な王子をみなは求めてくるのだ。少しでも目に留まろうとぎらぎらした派手な化粧に、ごてごてと装飾されたドレスを着て、我先にとダンスを申し込んでくる。

　断りたくてたまらない。自分にも選ぶ権利はある、と言いたい。だが、完璧な人間は、誰にでも優しく平等に接しなければならないと教えられてきた彼は、不満な顔に笑顔の仮面をつけて令嬢たちの手を取る。

「今夜はいったい何人の女どもと踊らされるんだ」

　苦虫を噛みつぶしたような顔は、誰かの前ではけして見せない仮面を取った姿だ。それを黙って見ているのはフェリクスの部屋の鏡だけ。

「誰か、一人でいいから気楽に話せる相手が欲しい」

　鏡では一方通行なだけだ。

　理解してほしいとは思わない。ただ、完璧ではない自分を受け止めてくれる人間に出会うことができたなら、この先の人生がどれだけ明るくなるだろうか。

「そんな都合のいい相手なんか見つかるわけがないか」

　どうせフェリクスが決めかねていても、そのうち国王か元老院の長老たちの決めた令嬢と結婚させられるのだ。

「血筋を絶えさせるわけにはいかないからな」

　ふっとフェリクスは鼻で笑った。兄弟でもいればよかったのだが、あいにく彼はひとりっ子だった。

　やがて、親衛隊の男が挨拶の時間を告げにきて、フェリクスはにこやかな仮面をつけて自室を後にした。

　ここ数日、悩みすぎて夜も眠れなくなっている彼にとって、それはいつはずれてもおかしくない、あやうい仮面だった。










第一章

初恋の相手は一目惚れ











「はぁ……」

　もう家に帰りたい。

　無意識についたため息が思いのほか大きかったようで、周りにいる着飾った人々が一斉に振り返る。周囲の視線を一身に集めてしまったリズベット・ディシールは慌てて愛想笑いを浮かべながら、いそいそと何事もなかったようにその場を離れた。

　不安な自分を励ますように見上げた高い天井には、豪奢なシャンデリアがいくつも吊され、リズベットのいる大広間を煌々と照らしている。今は夜のはずだが、まったくそれを感じさせない。集まった貴族の人々の賑わいがさらに場を明るくしていることも要因だろう。

　春に王宮で開かれる最初の舞踏会ということで、その規模は王家の祝い事に次いで大きいものだった。

　大広間の中央は誰でも踊れるように広く開けられていて、今も数人が音楽に合わせて身を寄せ、楽しそうに踊っている。部屋の端の方やテラスには休憩や飲食用のスペースも設けられていて、そこで歓談に夢中になっている者もいれば、舞踏会デビューしたばかりの若者たちがグラスを交わしながらダンスの足を休めていた。

　これが朝まで続くというのだから、夜には早く寝てしまうリズベットにとって、にわかには信じがたい光景だった。

（住む世界が違うわ）

　神妙な顔で彼らを見つめるリズベットも肩書だけは、伯爵令嬢と立派なものだ。だが、父であるディシール伯爵が治める領地は、王都からだいぶ離れたクランバラというのどかな田舎町で、普段の暮らしは質素なものだったし、華やかな行事にはあまり縁がなかった。

「帰る前に、ミランに挨拶した方がいいかしら」

　幼馴染みの青年の名前をつぶやきながら、リズベットは大広間の端の方の壁に寄りかかる。

　本当なら、彼女もダンスの輪に入っていてもおかしくない年齢だ。

　腰の辺りまで垂らした長い髪はどこでも見かけるような平凡な栗色をしていて、緩く波打っている。透けるような白い肌は、シンプルだが薄い桃色を基調とした春らしい柔らかなシフォンドレスに包まれて、よりいっそう透明感に磨きがかかっていた。

　周囲の様子を窺うセピアブラウンの瞳が幼馴染みの姿を捜して、あちこちを彷徨う。

「リズベット！」

　名前を呼ばれて、びくっと肩を震わせながら声のした方を向くと、ちょうど捜していた幼馴染みがこちらに向かってくるところでホッと胸をなでおろした。

「ミラン。よかった、帰る前に会えて」

「ごめん。誘ったのは俺なのに一人にして」

　大股で近づいてきた青年は、帽子を取って頭を下げた。赤茶けた前髪がはらりと落ちる。

「いいわよ。だって王家をお護りする親衛隊に選ばれたんでしょ。名誉なことだわ」

　深紅の上質な生地に白のラインが入った上下揃いの服は、城の衛兵の中でも一番精鋭にあたる王室親衛隊の制服だ。話には聞いたことがあったが、目にするのは初めてで、リズベットはもの珍しそうに彼の姿をまじまじと眺めた。

「急に欠員が出たから、たまたまだよ。今回の舞踏会は招待客も多いから、特に警備は相当の人数が必要だってことで」

　ミランは簡単なことのように言うが、昨年、王宮の衛兵として働き始めたばかりの人間が親衛隊に入るということはかなりの大出世だ。おそらく王宮の元老院にいる彼の父、ブルネド侯爵のコネではないかとまことしやかに噂されているが、本人がどう思っているかはリズベットにはわからない。

　昔からミランは外で遊ぶよりもリズベットと一緒に絵本を読んでいる時間の方が長かった。隣り合う領地で、屋敷も近く、二人は本当の兄妹のように過ごしてきたのだ。

　王城の衛兵に抜擢されてから彼が城に常駐することになったため、ほぼ一年ぶりの再会だが、彼の温和な顔立ちや気取らない雰囲気が以前と変わっていなくて、リズベットは微笑ましくなった。

「それなら、今もお仕事中でしょ。こんな所で話し込んでいていいの？」

「もうすぐフェリクス殿下が大広間にいらっしゃる。だから、こちらの警備を厚くするために呼ばれたというわけ。とはいえ、そろそろあっちの方も見てこないと。この埋め合わせは必ずするから」

「気にしないで。お城の雰囲気を味わえただけでも満足だわ」

　その言葉に偽りはなかった。

　きっとミランに誘われなければ、王城に来る機会はなかっただろう。父は権力には興味のない人間だったし、母は年が離れたリズベットの弟の世話で忙しい。

　リズベット自身も静かに本を読んだり、厨房でお菓子作りを黙々としたり、時間を忘れるくらい楽しめるものがあったので、積極的に社交の場に行くこともなかった。

「それじゃあ、元気で。お仕事がんばってね」

　にこりと笑って会話を切り上げようとした時、急に大広間がざわめいて空気が一変したのを感じた。宮廷音楽団の演奏も止まってしまったようだ。

「どうしたの？」

　周りの人々がぞろぞろと大広間の中央に集まっていくのを見て、ミランに尋ねる。

「フェリクス殿下がいらっしゃったようだ。じゃあ、そろそろ本当に行くね！　また手紙を書くよ」

　そう答えたミランは誇らしげな笑みを浮かべて、任務を遂行すべく人だかりの方へ足早に向かっていった。

「すごいなあ、ミランは」

　彼のしっかりとした後ろ姿を見て、リズベットは羨ましそうに目を細めた。

「私もミランを見習って、もっと人前で堂々と話せるようにならなくちゃ」

　子供の頃から、人前に立つと緊張してしまい、思ったことが口から出てこない。それは十九歳になった今も変化がなかった。両親はそれについて咎めるようなことはしなかったし、幼馴染みのミランの一家とは普通に会話ができていたので、今まで特に困ることはなかった。

　しかし、今日華やかな社交の場を目の当たりにして、リズベットは初めて不安になった。いつまでも家で本だけを読む暮らしができるわけではない。いつかは誰かと結婚して、うまく社交の場に溶け込まなくてはならない。

「でも……まだ先の話でいいわよね」

　その場から目を逸らして、大広間の出口に向かおうとしたリズベットはふいに足を止めた。

「フェリクス殿下……か」

　この国の王太子であるフェリクス・サズ・アウレスカのことは、名前しか知らない。

「どんな方かしら」

　せっかくはるばる王都までやってきたのだ。両親への土産話にでも、フェリクスがどういう人物なのか一目見てから帰ろう。眺めるだけなら緊張することはない。そう思って、踵を返し、いそいそと大広間の中央に足を運んだ。

　ざわめきの中に黄色い歓声が混じり、音楽団の演奏が再開され、明るく軽やかな旋律に乗って、人々がワルツを踊り出すのが人垣の間から見えた。

「どの方がフェリクス殿下かしら」

　つま先立ちで懸命に人垣の間からぴょこぴょこと顔を覗かせてみる。その様子があまりにも必死に見えたのか、前列にいた紳士が場所を譲ってくれた。

「すみません……」

　消え入りそうな声で恥ずかしそうに頭を下げたリズベットの視界が少し開けて、ワルツを踊る男女がよく見えるようになった。

　数組の男女が優雅に、そして楽しそうにリズムに乗っている。女性たちのさまざまな色やデザインのドレスがとても春らしく華やかだったし、男性側のリードもとても丁寧で優しさが感じられる。

「素敵だわ」

　物語を読んで想像していた通り、心が弾む気分になる。それでも、自分は見ているだけで満足だ。踊り方を知らないわけではないが、もしこんな大勢の前でダンスをすることになったら緊張で失敗してしまいそうだ。

「あの方――」

　どの男女もそつなくワルツを踊っているのだが、リズベットの視線は一人の人物に注がれた。正確なリズムで、丁寧なリードをしつつも指先まで余裕を感じさせる堂々とした姿勢の青年が、ステップを踏みながらリズベットのいる方へ近づいてくる。

　女性の方も青年に身を任せるように一心に彼を見つめているようだ。こんなに煌びやかな広間なのに、どうしてか二人にだけ照明が当たっているかのようにも錯覚させられた。

（あの方は誰？）

　上質なシルクのジュストコールを身に纏い、すらりと長い脚は少しもつまずくことなく大理石の床を華麗になめらかに舞う。整髪剤で後ろに流した黒髪はシャンデリアの光を受けて艶やかに輝き、端正な面立ちがはっきりと見える所までやってきた。凛々しい眉のラインと穏やかに微笑む目元、整った鼻梁の下には形のいい唇が緩く弧を描いている。

（なんて素敵なの……）

　リズベットは完全に青年から目が離せなくなっていた。まるで自分がダンスのリードをされているかのように、胸がドキドキと高鳴っている。

　二人がリズベットのもっとも近くまで来た時、悠然と微笑を浮かべる青年と目が合った気がした。こちらに向かって、柔らかな日差しのような笑みを投げた――ように彼女の目には映ったのだ。

　それは一瞬のことだったが、はっきりと彼女の記憶に刻まれた。踊る二人はすぐにステップを踏んで広間の中央の方へ戻っていく。

「今、こちらを見ましたわよね？　フェリクス殿下は今日も麗しいわぁ」

「本当に。それでいて聡明で、お優しくて、心底惚れ惚れするわね」

　そばにいた貴婦人がまるで少女のように明るい声を交わしている。それを耳にしたリズベットは改めてワルツを踊る青年を見つめた。

「あの方が、フェリクス殿下……」

　精彩を放つ笑顔がずっと脳裏に焼き付いて離れない。微笑んだ瞳は黄昏が夜に溶ける瞬間のような美しい青紫色をしていた。

　それでは一緒に踊っているのは、彼の婚約者か親しい間柄なのだろう。

　――もし、あそこにいるのが私だったら。

　胸がぎゅっと苦しくなってリズベットは戸惑った。いつか自分も誰かに恋をする時が来るだろうと思っていた。けれどもそれが、こんなに突然やってくるものだとは思いもしなかった。

　――なんて素敵な人なの。

　しかしながら、それを本人に伝えるすべはない。相手は王太子で、しかも一緒にワルツを踊る女性がいる。リズベットのような地方の名も知れていない領主の娘などはなから相手にされるわけがない。

　リズベットは目を閉じて深呼吸した。

（落ち着こう、私。一目惚れなんて気のせい。あんなに麗しい人に会ったことがないから、緊張して胸がドキドキしているだけよ。恋心のときめきじゃないわ）

　好きになったとしても、叶わないと知りながらする恋は悲しいだけだ。

（目が合ったなんて、私の勘違い。別の誰かに微笑んだの）

　そばにいた貴婦人たちだって、自分たちを見たと浮き立っていたではないか。そう自分を納得させようとした瞬間にまたフェリクスの流麗な笑顔が脳裏に浮かんできて、かあっと体が熱くなった。

　慌てて目を開くと、やはり追ってしまうのはフェリクスの姿。だいぶダンスの輪の向こうに行ってしまっている。

「もう一度だけ、お顔を拝見したい……」

　そう、見るだけだから。

　リズベットは言い訳する相手もいないのにそう言い聞かせながら彼を見つめた。しかしながら、二人はリズベットの方へ戻ってくることなく、ワルツの演奏はそこで終わってしまった。人がぞろぞろと移動するとまた彼女の視界が塞がれる。今度は誰も場所を譲ってくれず、流れに押されてじりじりと人混みからはじき出されてしまった。

　フェリクスを一目見るという目的は達成したのだから、もう帰るべきなのだろう。それなのに、落ち着かない気分でその場に留まってしまう。

（どうしよう。帰らなきゃ。でも、もうここに来ることはない。フェリクス殿下のお姿も、もう拝見できない……）

　――早く忘れなければ。

　大丈夫だ、今ならまだ出会ってすらいない。彼より素敵な人はきっと他にもいるはずだ。そう思う一方で、もう一度だけ彼の姿を目に焼きつけておきたい気もする。

　もどかしい気持ちと葛藤しながら、そわそわとドレスの裾を掴んだり放したりしていると、人混みの陰にミランの姿を見つけた。

「あ」

　リズベットはパッと目を輝かせると、彼を見失わないように、できるだけ足早に近づいた。

「リズベット？　もう帰ったのかと――」

　彼女の姿に気づいたミランが軽く目を瞠って振り返る。

「ミラン！　お、お願いがあるの」

「何かあったの？」

「次にここで舞踏会が開かれるのはいつ？」

　自分でも馬鹿なことを考えていると思いながらも、そう尋ねずにはいられなかった。

「え？　たしか三か月先だったと思うけど……」

　面食らった様子でミランが答える。

「三か月……。また来てもいい？」

　もう一度だけフェリクスを見たら、一度芽生えた淡い恋心をきっぱりと諦めよう。

　自分の中でそう結論を導き出したリズベットに、今頼れるのは王宮で働くミランしかいなかった。

「ああ、いや……一応その舞踏会は中央や他国の要人を中心に招待されているものだから……ごめん」

　ミランは申し訳なさそうに首を掻く。地方の無名に近い伯爵令嬢はお呼びではないということだ。

「じゃあ、次に殿下がお出かけになるご予定はないの？」

「どうしたの、リズベット？」

　ミランに問われて、リズベットはぎくりとする。

「……さっき一緒に踊っていたのは殿下の婚約者なのかしら？」

「ううん。あの方は公爵令嬢。婚約はしていないけど、まあ有力な候補者なんじゃないかと」

「そう……」

　それではフェリクスにはまだ決まった相手がいないのだ。だからといって自分に望みがあるわけではないのに、ホッとしてしまう。

「リズベット、もしかして、フェリクス殿下と踊りたいの？」

「ふぇっ!?　そ、そんなこと……っ」

　図星を突かれて慌てて首を横に振ったら、髪飾りの留め具が外れて床に落ちた。髪が乱れるのも気にせずに彼女はそれを拾い上げる。

「隠さなくていいよ。だってみんなそう言うから。リズベットがそう思っても不思議じゃない」

　ミランは苦笑いを浮かべて、ダンスの輪ができている方に視線を送る。

「殿下はお優しいから、希望すれば誰とでも踊ってくださるよ」

「ほ、ほんと？」

「うん。でも、今日はほら」

　ミランがこっそり指さす方をたどって目線を向けると、そこにはすでに何十人もの女性の列ができていた。ダンスが始まってから真ん中ばかり見ていたリズベットは、壁際にそんな大層な行列ができているとは気づかなかった。

　おそらく女性たちは最初からフェリクスと踊る機会を窺っていたのだろう。誰もが彼の目を引くために贅を尽くしたドレスで着飾り、髪の毛も豪華に盛っている。身に着けた宝飾品もこの上なくキラキラと輝いている。

「もうあそこに並んでいる彼女たちで今日は終わり」

「ど、どうしたらいいの……」

　きっと並べたとしても、何の特徴もないリズベットはフェリクスの記憶には残らないことだろう。しょんぼりと肩を落とすリズベットの姿をじっと見つめていたミランが何か閃いたように大きく見開いた。

「……デュボア公爵のエトラン城」

　落胆するリズベットの耳元でミランの囁き声がした。

「え？」

　驚いて顔を上げると、ミランがにっこりと笑っている。

「殿下が招待されている晩餐会。来週末。父に頼めば君にも招待状を用意させてもらうこともできると思うよ」

「ほんとに？」

「でも、これは内緒だからね。親衛隊の仕事として僕も同行するから知り得た情報なわけで」

「あ……ありがとう！」

　真っ暗な夜に一条の光が射してきたかのように、リズベットの顔は明るくなった。

「昔からそういう所あるよね」

「え？」

　ミランに言われて首をかしげる。

「一度興味を持ったら気が済むまで突っ走る癖」

　それを聞いた途端に、すっと胃に冷水が流れ込むような緊張が走って、彼女の笑顔が固まった。

「あ……うん」

　声のトーンが落ちて、視線が床に向く。

「今回は一度ダンスをご一緒できればいいんだろう？　それくらいなら協力してあげるよ」

「ごめんなさい。ありがとう……」

　深く頭を下げたリズベットは、待機していた馬車に乗って王宮を後にした。

　揺れる馬車の中で、彼女の心は複雑な色をしていた。

　初めて目にした煌びやかな空間と人々、初めて抱いた淡い恋心はキラキラと夕陽に照らされた水面のように輝いていた。一方で、その恋の行く末は行き止まりだと黄昏の向こうの暗い色を見せている。

　一度興味を持ったら気が済むまで突っ走る癖。

　ミランの言葉が胸をかすめる。

　それはリズベットも自覚している事だった。つい、何かに夢中になってしまい、周りが見えなくなることが小さい頃から多々あった。それはたいてい周りの人々を困らせてしまう。

　幼い頃に、雪の上についた動物の足跡を追いかけて森の奥まで行き迷子になりかけたし、本に熱中しすぎてミランと会う約束をすっぽかしてしまったり、池の底には別の世界が広がっているという物語を読めば、本当にそんなことがあるのか知りたくて池の縁に近づき落ちて溺れかけたりして、外に行くのを禁止されたくらいだ。

　成長して分別がつくようになると、さすがに外出禁止は言われなくなったが、その頃にはもうリズベットは自分の意思で家にいる方が気楽でいいと思うようになっていた、というわけだ。

　気をつけていたつもりだったのに、また子供の頃の悪い癖が出てしまった。一度思い立ったら、じっとしていられない。

　リズベットは胸の辺りを押さえる。

「でも、一度だけ……」

　目を閉じてゆっくりと息を吐き出すと、少しだけ落ち着いた。










第二章

なぜかよく会う二人











　ミランのおかげで、リズベットの手元にもデュボア公爵から晩餐会への招待状が届いた。出席するというリズベットの言葉に両親は驚いたようだったが、止めはしなかった。

　むしろ、いい縁談相手が見つかれば万々歳といったところらしい。地方の大した財産もない伯爵の令嬢のもとに優良な縁談はまずやってこない。いくらリズベットのことをかわいいと思っていても、ずっとこのまま家で養っていくわけにもいかない。そんなわけで、リズベットが大きな社交パーティーに出席することに異論は唱えなかったのだ。

（ごめんなさい。縁談相手……は、見つからないと思うんです）

　目的は、結婚の可能性がまったくないフェリクスと踊る事だから。

　リズベットは心の中で両親に謝りながら、デュボア公爵の住むエトラン城にやってきた。

　先日、王宮の舞踏会にも着ていた淡い桃色のドレスで身を包み、その裾が汚れないように気を遣いながら静かに馬車から降りる。普段慎ましく生活している中で、この一着を仕立ててもらうことだけでも大変な出費だった。さらにもう一着欲しいなどと贅沢は言えない。

　数年前の誕生日に両親からもらった普段着よりも少し洒落たデザインで、リズベットの気に入っているドレスはあったのだが、かっちりしたコルセットを身に着けると、胸を押し上げる格好になるので、前のボタンが留まらなくなり、今回は諦めた。二回目とはいえ、ヒールの高い靴は慣れなくて、磨かれた大理石の床の上を滑らないように慎重に歩いて、ホールへ向かう。

　王宮もこの世のものとは思えないほど豪華絢爛な造りだったが、王家に縁あるデュボア公爵の城も、さすがにおそろしく広かった。

「もうダンスは始まっているかしら」

　フェリクスと踊る様子を想像しながら、わくわくする口元を押さえながら廊下を歩いていると、見覚えのある深紅の服を見た。

　王室親衛隊だ。しかし、ミランではない。彼よりももっと年上で、厳格な顔立ちをしている。その男は廊下にいる若い令嬢に何か声をかけていた。

「あとどれくらい待てばいいのかしらねえ……」

「中に二十人ほど待っております。最低でも一時間以上はお待ちください」

　そんなやりとりが、ホールに入ろうとするリズベットの耳に飛び込んできて、ぎょっとした。

「あ、あの、まだフェリクス殿下と踊れますか？」

　勇気を振り絞って尋ねると、不審そうに目を細めた親衛隊の男は、ちらりと列の後ろの方を見て「あと一人くらいは」と、ぼそりと答えた。

「あっ……ありがとうございます！」

　ドキドキしながら列の一番後ろに並んだものの、時間の流れが果てしなく長く感じられた。嬉しいのに、緊張で腹部がキリキリ痛む。

　かたつむりの行進みたいに緩慢に進む列が、一人ずつ数が減っていって、廊下に並ばされていたリズベットもホールの中へ通された。緊張して喉がカラカラだったが、水を取りに列を離れるわけにはいかない。

　それでも彼女が耐えられたのは、ホールの中央で華麗に踊るフェリクスを眺められたからだ。

（今日も素敵……）

　先日とは変わって、今日は上下ともに黒をベースにまとめている。肩章につけられた金の房飾りが揺れ、鮮やかな赤のサッシュには気品がある。長い脚はさらにすらりと伸びて見え、非の打ち所がない。

「フェリクス殿下～！」

「本日も麗しい限りですわ！」

　並んでいる他の令嬢たちが黄色い声を上げ、踊り終わったのが知り合いなのか、あとからやってきて興奮冷めやらぬといった感じで熱く語り合っている。

　とてもその輪に入る勇気のないリズベットだったが、とうとう彼女の前にいる令嬢がフェリクスと踊る番になった。

（あともう少し……。前の方が終わったら、私――）

　胸の前で両手を握りしめ、祈りのポーズをしたところに影が射した。

「ちょっと退いてくれる？」

「え？」

　顔を上げると、金髪の髪をコロネのようにくるくると巻いた女性が凄みのある目でリズベットを睨んできた。真っ赤なドレスが目に沁みる。

「あら。お腹は大丈夫？　間に合ってよかったわね」

　リズベットの前に並んでいた令嬢がそう言うと、コルネ嬢が、ずいとリズベットの前に割り込んできた。

「あ、あの……私も、並んでるんです、けど……」

　リズベットがそう声をかけると、コルネ嬢がうざったそうに振り返った。

「あっそう。でも、私の方が早く来ているのよ。ちょっとお腹が痛くて列を外れていただけ」

「そうそう。順番はちゃんと守りなさいよ」

　前に並んでいる令嬢も目を吊り上げて、二人一緒に威圧的な態度で迫ってくる。

「は、はあ……」

　どうにも反論できないと悟ったリズベットは、おとなしくするしかなく、不安に思いながらも自分の番を待った。

　しかしながら悪い予感は的中するもので、コルネ嬢がダンスに誘われリズベットが取り残されると、さきほどの親衛隊の男がやってきた。

「今夜はこれで終わりです」

「ど、どうして？　あと一人くらいって……」

　リズベットは声を震わせた。

「その最後の一人が、今踊られているご令嬢です。並んでいる時に途中で抜ける方もいらっしゃるので、実際に踊られた人数で決めさせていただいております」

「そんな……」

　リズベットは、よろよろと壁に寄りかかって、コルネ嬢と踊るフェリクスを見つめた。同じ空間にいるのに、あと一歩が遠い。

「こんなに並んだのに……。目の前で終わりって……」

　もっと早く家を出てくればよかった。朝早くに出発してこの時間だ。そうはいっても日が昇る前に母に支度を手伝ってもらったり、御者の睡眠時間を削ったりすることはできないだろう。

「念願のフェリクス殿下とダンスができたなんて夢みたい」

「デュボア公爵にお願いして昨日から泊まり込んでいた甲斐があったわね」

「ええ。毎年公爵の晩餐会にはご出席なさると聞いていたから、今年もいらっしゃると踏んでいたけど、予想が当たったわ」

「本当にすごいわね。殿下からは何か声をかけられた？」

「なかったけど、すごくいい香りがした！」

「わかるっ。どんな香料を使っているのかしらね。調香師の方に聞けないのかしら」

「それさえあれば、自宅にいてもフェリクス殿下のおそばにいられる気分になれるのに。売ってくれないかしら？」

「それ、素敵！　いくらでもお金は出すのに」

　ダンスが終わった令嬢たちが頬を紅潮させてああでもないこうでもないと、フェリクス談議で盛り上がっている。その横をリズベットは俯きながら立ち去った。

「リズベット！」

　廊下に出ると、背後から急いで駆けてくる足音が聞こえてきた。

「警備しながら見ていたけど、殿下と踊れなくて残念だったね。ジラード様ももう少し融通を利かせてくれてもいいのに」

「ジラード様？」

「王室親衛隊の一人だよ。リズベットたちを並ばせていただろう？」

　あの厳しそうな雰囲気をした男がジラードというのか。リズベットは小さく頷いた。

「せっかく無理言って招待状をいただいたのに、ごめんなさい」

「謝ることないよ。ここまで踊りたい人が多いって俺も知らなくて」

　ミランは苦笑しながら肩をすくめる。

「でも、あと今月は晩餐会の予定はないんだよね。サングリー伯爵の領地視察が五日後に入っているけど、これは関係ないしなあ」

　たしかに、ダンスとはまったく関係ない。

「領地の視察……」

　リズベットは小声で繰り返した。

　ダンスはどうしても一対一になる。早い者勝ちの状態で、リズベットに勝機はない。その点、領地の視察をしているフェリクスを見学するだけなら、他の令嬢がいたとしても競争にはならないのではないだろうか。

（目の前でダンスが踊れなくなったモヤモヤを晴らすにはこれしかない！）

「殿下が立ち寄る場所って決まってる？」

「マドレリア孤児院には午後から行く予定だけど……て、え？　まさか、行くつもりじゃないよね？」

　ミランがぎょっとしたように目を見開く。

「まさか……。あはは……」

　わざとらしく笑ってみせると、ミランは呆れたようにため息をついた。

「あまり勧めないけどね。最近、旅人を狙う山賊が各地で多発しているらしい。どこかに拠点があるはずなんだけど、逃げ足の速い奴らでまだ見つけられていない」

「うん。おとなしくしてるのが一番よね」

「そういうこと。リズベットだって子供じゃないだろ」

　そんな会話をしつつ、リズベットは再び自邸へ帰ったのだった。
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「近隣の領地の様子を見ておくことは、将来の役に立つかもしれないから」

　リズベットはここ数日間、頭の中で反芻していた言葉を口にしてみた。行き交う人々は誰も聞いてはいない。

　近隣の領地どころか、自分の住む町にさえほとんど行ったことのないリズベットにとって、見たことのない街並みは好奇心をぶつけるにはうってつけの場所だった。

　見たことのない花、見たことのない食材、見たことのない衣装、聞いたことのない言語を話す旅人たち……。しかしながら入ってくる情報量が多すぎて、逆に彼女の心はフェリクス一点に固まった。

「マドレリア孤児院ね……」

　町はずれの丘に建つ修道院の隣にあるという話を父から聞いていた。

　サングリー伯爵領に行きたいと急にリズベットが話したので、まさか公爵家の晩餐会でいい相手を決めてきたのかと両親は飛び上がって驚いたが、彼女はやんわりと否定した。

『今まで家にこもってきた分、少し世間のことを知りたい』

　そうしんみりと話すと、両親は心配しながらも同意してくれた。幼少の頃、厳しく外出禁止にしたことで引きこもり体質になったのではないかと責任を感じていた両親は、ここぞとばかりに外出を勧めてきた。もちろん、ミランの言っていた山賊の話もあったので、馬車には屈強な護衛も一人同行してもらったのだが、サングリー伯爵領に着くなりとった昼食が合わなかったらしく腹を壊してしまった。今は馬車で休んでいるはずだ。

　町までくれば山賊の心配もないだろうと、リズベットは一人で丘を登っている。

　心地よい風が吹いてきて、彼女は深呼吸をする。

「久しぶりの感覚、かも」

　何かに興味を持つことは誰かに迷惑をかけることになる。何度も怒られてきた彼女は、いつしか本の中に自由を見出していた。自分の代わりにいろいろな世界でいろいろな体験をしてくれる主人公たち。想像するしかなかったけれど、そこはとても居心地のいい世界だった。

　このままでもいいと思っていた、フェリクスを見つけるまでは。

　あの日から、彼のことが頭から離れない。

（これは恋なの？　ただの好奇心なの？）

　修道院と孤児院が見えてきて、リズベットは不安になってきた。

（ただの好奇心なら、また誰かに迷惑かけるかも……）

　すでにミランには迷惑をかけているのかもしれない。もし、フェリクスの動向を一般の人間に漏らしたことが知れたら、今の任を解かれるかもしれないのだから。

　リズベットはぶるぶると首を横に振った。

「今日、殿下を見かけられたら、それで終わり」

　もともと想いが通じる相手ではないのだから、これ以上距離を縮めることはできない。

　孤児院の門の前まで来ると、リズベットは立ち止まった。勝手に中に入るわけにもいかないし、周りには身を隠せるものはない。

　どうしようか迷っていると、ガラガラと馬車の車輪の音が丘に登ってくるのが聞こえて彼女はハッとそちらを向いた。

　黒檀の豪奢な馬車に取りつけられた王家の紋章が太陽にきらりと光る。ミランの話は嘘ではなかった。

「ど、どうしたら……」

　門の辺りをうろうろしているうちに、馬車がすぐそばで停まり、御者がさっとやってきて、目の前の扉を開けた。

　悠然と馬車から降りてきたのは、今リズベットの心の大半を占めている人その者だった。

（フェリクス殿下だわ！　前髪下ろしてる。紫紺のジュストコール、似合ってる。り、凛々しい。目の色綺麗、タンザナイトみたい！）

　心の中に押し寄せる賛美の言葉は、幸か不幸か緊張によって喉の辺りで堰き止められている。

「出迎えの方ですか？」

　地面に降り立ったフェリクスににこやかに話しかけられ、リズベットは顔を真っ赤にした。柔らかで低音の声は彼女の心に深く沁み渡る。

「あ、あの、私は……」

　リズベットは俯いた。自分の服が目に映る。普段着のワンピースは汚れこそないが、孤児院にいてもおかしくない容姿だと思われているのだと思ったら、恥ずかしくてそれ以上何も言えなくなってしまった。

「フェリクス殿下。ようこそいらっしゃいました。院長のクレマンス・バスチエです。こちらにどうぞ」

　ちょうどそこへ孤児院の院長が玄関から出てきて、自己紹介とともにフェリクスをはじめ侍従たちを敷地内に招いていった。

　リズベットは知らない顔をして、その場をそろそろと離れる。

　咳払いが聞こえて顔を上げると、ミランの呆れ顔と目が合った。笑顔で返そうと思ったのに、口元がひきつってしまう。

　その後は逃げるように帰ってきてしまったので、町の市場を見る余裕もなかった。

「殿下の声……素敵だったなあ」

　落ち着いた低音の甘い声色はリズベットの心にふわりと落ちた。誰でもない自分だけを見つめてくれた麗しい双眸を思い出して、ため息をつく。

　あれほど完璧な人はどこを探してもいないだろう。それだけに、絶対に手の届かない相手だということが、とても切なかった。

　一度会えたら終わりにしようと思ったのに、思慕の念は日に日に膨らむばかりだった。
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　しばらくして、ミランから手紙が届いた。

「元気？　先日はびっくりしたよ。そこまでフェリクス殿下に会いたかったなんて思わなかった。それとも俺に会いたかった？　今度、ブルネド領でフェリクス殿下が狩猟をされる。君も知っている北西にあるメイユの森だよ。久しぶりに家に数日帰ることも許されたので、よかったら食事でもどう……ですって」

　便箋に書かれた文字を声に出して読んでから、リズベットは目を輝かせた。ブルネド領はミランの父が治めているすぐ隣の領地だ。

「フェリクス殿下がそこまでいらっしゃるの？　でも、さすがにメイユの森に歩いてはいけないし、馬車で行ったら絶対目立つし……」

　悩んだ末に、リズベットは一つの結論に至った。

「自分が馬に乗れるようになればいいんだわ。そうしたら狩猟にも参加できるかもしれない」

　その日からリズベットは家の庭や周囲を利用して、自宅で飼育しているユニオルという名前の馬と一緒に乗馬の練習を始めた。最初は馬具を取りつけるのも一苦労だったが、厩務員の指南もあり、少しずつ覚えていった。

　父の服を手直しして乗馬用の服を縫い、なんとか狩猟当日までに間に合った。




　ユニオルはおっとりした性格の馬で、狩猟には向いていないらしく、軽く走らせるだけという約束でリズベットは家を出た。

「言われなくても、そのつもり」

　なんとか走らせることはできるものの、森の中をうまく操って移動する技術までは身につけられていないので、たとえユニオルが体力のある馬だったとしてもリズベットの技量が足りないのでは仕方ない。

（フェリクス殿下を遠くからでも見られれば満足だわ）

　いつもと目線の違う景色を楽しみながらリズベットがメイユの森へ向かうと、昼頃にはすでにフェリクスは森の中に入ったらしかった。

「お嬢さんも狩猟に参加するのか？」

「嘘だろ。女が狩猟なんて聞いたことがない」

「その辺で花でも摘んでいるんだね」

　狩猟に招待されている貴族令息たちがリズベットを笑いながら森の中に次々と入っていき、そこにはリズベット以外誰もいなくなってしまった。

「悔しいけど、本当のことだし……」

　ユニオルから降りたリズベットは、木の幹に縄で繋ぐと、草原の上に座り込んだ。

「お尻……痛い」

　まだ完全に乗りこなせていない証拠だ。

「私、何をしてるのかしら」

　ゆっくりと草の上に寝転がると、青い空がとても高く、手を伸ばしても当然届くはずがない。まるで自分の恋の行方のようだ。

　それから目を閉じて、腕を草の上に下ろすと、風の音に耳を澄ませる。遠くから人の声がしているような気がする。きっとフェリクスも狩猟を楽しんでいるのだろう。

　のどかな小鳥のさえずりに混じって、馬の蹄が土を蹴る音が耳に届いた。誰かが戻ってきたらしい。こんな所を見られたら、先ほどのように笑われるかもしれない。来るべきではなかったかもしれないとリズベットが後悔した時、意外な声がした。

「何をしているんだ？」

「えっ!?」

　ガバッと身を起こすと、黒の毛並みが美しい馬に乗ったフェリクスがこちらを見下ろしていた。身軽に馬から降りた彼は、真っ直ぐにリズベットの方に歩いてくる。

　紺色の上着は軍服のようなデザインで動きやすそうだ。それに黒の外套を羽織っている。

「さ、散歩です。お天気もいいですし……」

　リズベットは座り込んだまま、長身のフェリクスを見上げる。風に軽やかになびく黒髪が艶やかでうっかり見とれてしまう。

「女が一人で森の側をうろついていると聞いてやってきてみれば……。先日、領地の視察の時にも見かけたと思うんだが」

「ひ、人違いでは……」

「その前はデュボア公爵の晩餐会にも」

「え、あ……」

　ダンスを踊れなかったにもかかわらず、顔を覚えていてくれたことにリズベットのテンションが一気に高騰する。

「こんなに続けて違う場所で偶然会うことがあるだろうか？」

　フェリクスは端正な眉をひそめる。

「あるんじゃないでしょうか。現にこうして……」

「君の目的はなんだ？　正直に言わなければ衛兵に引き渡すぞ」

　嬉しくなって声のトーンが上がるリズベットの言葉を遮って、フェリクスの口から出たのは冷たい口調だった。

「わ、私はただ……フェリクス殿下のお姿を拝見したくて――」

「偶然ではない、ということだな」

「あっ……いえ、その……」

　うっかり本音が漏れてしまって、リズベットは慌てる。

「舞踏会で我先にとダンスを申し込んでくるご令嬢方は幾人も見てきたが、王宮外まで追い回されたのは初めてだ」

「追い回すだなんて……」

「はっきり言って迷惑だ」

　本当に迷惑そうに言い捨てるので、リズベットはそれを聞いて目を見開く。

「え……？」

「しつこいと言っているんだ。もう二度と俺の前に現れるな」

　ぽかんとしたまま、フェリクスを見つめる。

（しつこい？　殿下が、今そうおっしゃった？　温厚で、穏やかで、誰にでも平等に優しい完璧な王子様が？）

　リズベットは聞き違いかと思ったが、彼が冗談を言っているようには見えなかった。

「嘘……。まさか、そんなこと言う人だったなんて……」

「人を見た目で判断すると痛い目に遭うぞ」

　鼻で笑ったフェリクスは、草の上に片膝をついて、リズベットの目線に合わせた。

（顔、近い……）

　どきんと胸が大きく跳ねた瞬間、リズベットは彼が近づくのをやめないのに気づいたが遅かった。

　高い鼻をかすめて、彼の唇がリズベットのそれを塞いだのだ。びっくりして後ろに退こうとしたら、そのまま一緒に倒れてきて、彼女はフェリクスの体重を全身で受け止める。

「んぅ……っ」

　恥ずかしくて目を閉じたものの、どうしたらいいのかわからない。

　押し戻そうとすると手首を掴まれて地面に押しつけられる。フェリクスはまるで腹をすかせた獣のようにリズベットの唇に強く吸いつき、味わうように口腔の中に舌を滑り込ませてきた。

「は……っあ、ふぁ……」

　突然のことに頭の中が混乱する。逃れることもできないなら、彼に従うしかない。

　しなやかな舌がぬるぬると頬の内側をくすぐる。奥の方まで舐められて、リズベットは大きく唇を開いて彼を受け入れなければならなかった。震える舌に絡みつかれ、器用に彼の舌で扱かれる。

「ふぁ……んん……っ」

　鼓動が激しく鳴っている。口づけが深くなって、リズベットの鼻から甘い息が漏れた。今まで感じたことのない不思議な感覚が体の内側から湧き起こってくる。唇がじんじんと熱くなっているのとは別に、下腹部の辺りが触れられてもいないのにむずむずするような気がするのだ。

　まるでそれをわかっているかのように、フェリクスが、足の間に膝を割って入り、無防備に開いた秘所を服の上から膝で擦り上げる。むずむずした感覚が、さらに強くなり、リズベットはもじもじと腰を震わせた。同時に、胸の膨らみをなぞられて、全身の肌が粟立つ。

「ん……やっ……」

　頭の中が雲の上を歩くような不安定な感じになってきて、こわくなったリズベットは、少しフェリクスの唇が離れた瞬間に逃れた。

「俺に会いたくて来たんだろう？　もっと嬉しそうな顔しろよ」

　顔を上げたフェリクスが眉を吊り上げたまま、口元に笑みを浮かべる。

「どうして……こんなこと……」

　リズベットは声を震わせた。

「お菓子みたいに甘くて、海みたいに広い心の持ち主だと思ったか？」

「……」

「理想を打ち砕かれた気分はどうだ？」

「わ、私……」

　リズベットはきつく目を閉じてから、大きく息を吸い込んでしっかりとフェリクスと目を合わせた。

「もっと殿下のことを知りたいんです」

「え？」

　どうやら期待していた答えとは違ったらしく、フェリクスの瞳が困惑したように揺れる。

「優しくて品があって、聡明で身のこなしも洗練されていて、これ以上完璧な人なんていないって……勝手に理想通りの人だって決めつけてしまい、申し訳ありませんでした」

「何を言っているんだ？」

　眉をひそめたフェリクスが上体を起こして、服についた草を払いながら立ち上がった。

「いきなりこんなことされてショックじゃなかったと言えば嘘になります。でも私は殿下のこと何も知りません。本当はどういう人なのか……自分で確かめます」

　ゆっくりと起き上がったリズベットは、真っ直ぐにフェリクスを見上げた。

「……勝手にしろ、世間知らず」

　目を逸らした彼は、くるりとリズベットに背を向けた。

「じゃあ、次もどこかで、~偶然~お会いすることになるかもしれませんね。それと私の名前はリズベットです。リズベット・ディシール」

「……明後日、アギヨン侯爵の誕生祝いの席に呼ばれている。ダンスはなかったと思うが。では、ごきげんよう、リジー」

「なっ……！」

　颯爽と馬に跨ったフェリクスは一度も振り返らずに森の中へと引き返していった。その後ろ姿を見たリズベットは魚のように口をパクパクさせるだけで、言葉が続かない。

　『リジー』とは一般的にリズベットの愛称だ。しかしながらこの国では成人している人間に対して愛称で呼びかけることは家族や親しい間柄以外では使わない。たいてい相手を下に見ている、子供扱いしている場合によく使われる。

　リズベットもそれくらいは知っていた。

「し、信じられない……！」

　一人残され、ぷくっと膨らませた頬は林檎のように真っ赤になっている。肌を撫でていくそよ風がその熱を少しだけ穏やかなものにしてくれる。

　リズベットはへたりと座り込んだまま、ため息をついた。それから、唇を恐る恐る指で触れてみる。まだ、息が止まった瞬間のことが鮮明な記憶として残っている。心の準備もできないまま奪われた、生まれて初めての口づけ。

　荒っぽくて、熱くて、噛みつくような激しいキスの味をはっきりと覚えている。

（それから……）

　大きな掌で撫でられた胸の膨らみ。服の上からとはいえ、他人に気安く触れさせていい部分ではない。リズベットにも少しは男女の睦事について知識がある。ほとんどは恋物語で読んだ男女の淡い関係だけだが。

　恥ずかしいという気持ちが率先したのはもちろん、むずむずとしたくすぐったさには、もう少し味わっていたいと思わせる何かがあった。

　目を見開いたリズベットは、大慌てでその思考を否定するかのように首をぶんぶんと大きく横に振った。

　迷惑だと言われた時は、また過ちを犯してしまったと冷水を浴びせられた気持ちになった。しかしながら、フェリクスが次に出席する行事をリズベットに教えていったということは、会いにきてもいいと解釈していいのだろうか。

「アギヨン侯爵……。名前はどこかで聞いたことがあるような……」

　ミランに頼もうかと思ったが、さすがにこれ以上無理は言えない。途方に暮れたリズベットはユニオルの体が休まるのを待って、家に引き返すことにした。










第三章

淫らないたずらは月明かりの下で











「奇跡ってあるのね」

　そう表現するのは大げさかもしれない。

　しかし、今リズベットが立っているのは、アギヨン侯爵の住まいであるリンガイト城の中だ。古めかしくどっしりとした構えの城は、一歩中に入ると、色とりどりの花や絵画が飾られていて、とても華やかだった。ふわりと香ってくる瑞々しい花の香りで満たされた空間は笑顔で溢れている。

　社交界とはあまり縁がないと言っていた父だったが、唯一アギヨン侯爵とは旧知の仲だったらしい。誕生祝いの席に父は元から招待されていたようで、リズベットがついてきてもかまわないと承諾を得られた。

「きっとフェリクス殿下は、私が来られないと思って話を振ったのかもしれないわね」

　それならそれで、彼をびっくりさせるのも悪くない。この前の不意打ちの仕返しだ。

　父は早々とアギヨン侯爵のもとへ挨拶に行き、帰りの時間にまた玄関で会うことになっていたので、リズベットはもちろんフェリクスの姿を捜し始める。

　ダンスはないとフェリクスが言っていた通り、一番広いホールにはいくつも並べられたテーブルに豪華な晩餐の品々が盛られている。リズベットの好きな菓子もたくさん用意されていた。ここは花が飾られている通路とは違って、食欲をそそるいい香りで満たされている。

　手を伸ばしたいのを我慢して、招待客の間を練り歩く。今夜は、ダンスがないというので簡素なドレスで来た分、歩くには邪魔にならなかった。濃いすみれ色のドレスは、両親から一人でも着替えられるようにとボタンなどを工夫して仕立ててもらった数年前の誕生日プレゼントだ。

　白いレースやフリルが飾りつけられていたので、サイズが窮屈になっても捨てられない気に入って着ている服の一つだ。胸の辺りが特にきついのだが、体を締めつけて胸を強調するコルセットを着なければボタンが留まらないということはない。むしろ、もう少しで着られなくなるなら、今のうちに何度も着ておきたいと思ったので、今夜はこれに決めたのだ。

　辺りを見渡してもフェリクスの姿は見えない。もしかしたら、すでに帰ってしまったのかもしれないと思いつつ、ホールを行ったり来たりしてみたり、廊下に出て捜してみたり、リズベットは一人で忙しくしていた。

「そもそも、本当に殿下はここへいらっしゃるのかしら」

　今日のことはミランから聞いたわけではない。もしかしたら、フェリクスが適当に答えただけかもしれないのだ。

　誰かに尋ねれば簡単に答えを得られるのに、リズベットはその勇気がなくて、黙って目だけを動かしていた。

　一通りホールの中を捜した後、開け放たれたガラスの扉から中庭に出ると、あちこちにランタンが灯されていて、橙色の光は明るくとても優しい。

　そのおかげか、テーブルがいくつか置かれていて、そこでも食事やワインを楽しんでいる人々がいた。さらに背の高い生け垣の間を進むと、だんだん辺りは静かになってきた。人影がほとんどないその場所に、そんな大掛かりな明かりが必要なのかと、普段質素に暮らしているリズベットにはもったいないように思えた。

（王宮も、すごくキラキラしてたな……）

　輝くシャンデリアの下でフェリクスとダンスできたら、どれほど心が躍るだろか。

　歩きながら噴水の広場を通り過ぎると、さすがに明かりの数も減ってきて、人の声も遠くに感じられるようになってきた。

「殿下がこんな所にいるわけないわよね」

　これ以上奥へ行っては迷子にもなるだろうし、勝手に他人の敷地をうろつくのは許されることではない。

　目の端に眩しい光を感じて夜空を見上げると、煌々と銀色に光る月が浮かんでいた。

「綺麗……」

　月の下にははっきりと輝く星が一つあって、まるで月の涙のように今にも零れ落ちそうにちかちかと瞬いている。よく見れば、空一面に銀砂を撒いたような輝きが夜を飾っていた。

　今まで、どうしてこんな世界があることに気づかなかったのだろう。夜空がこんなにも美しいものだと知っていたら、毎晩遅くまで星を眺めていたのに。

（星にも物語があると聞いたことがあるわ。今度そういう本を探してみよう）

　リズベットはそう思ったらいてもたってもいられなくなって、ホールへ引き返そうと、くるりと振り返った。途端に、目の前に人が立っていて彼女は喉まで悲鳴が上がってきた。それを押しとどめたのは相手の掌。

　びっくりして大きく目を見開くと、そこには見覚えのある顔があった。

「フェリ――」

　彼の手が緩んだので、名前を呼ぼうとした瞬間に彼に抱きしめられ、よろめいて生け垣に背中が当たった。薔薇でなくて本当によかったとリズベットは心底思った。

　直後に、石畳をゆっくりと歩いてくる革靴の音が聞こえてきた。

「いい所にいたな、リジー」

　フェリクスが口の片端を吊り上げて声をひそめると、リズベットの手を引いて生け垣の陰に回った。

「どういう――」

　突然覆いかぶさるように唇を塞がれて、また頭が真っ白になる。一呼吸も漏らすまいとでもいうように、ぴったりと吸いついて離してくれない。

「んぅぅ……っ」

（挨拶もなしに、いきなり――。ううん、キスが挨拶代わりなの？　恋人でもないのに……）

　口づけとはもっと特別で大事なものだと思っていた。それなのに、一昨日についで、また今日もいたずらにリズベットの心を弄ぶ。

「フェリクス殿下？　おかしいな、さきほど姿を見かけた気がしたのだが……」

　ぶつぶつとつぶやく中年男性らしき声がこちらに近づいてきて、フェリクスがいったん顔を離す。

「彼に捉まると話が長い。俺を隠してくれ」

　どうやら、こちらに向かってくる男性から逃れたいらしい。

「こうして……」

　吐息が近づいてきて、リズベットはドキドキしながら目を閉じた。温かくて厚みのある男らしい唇を迎え入れることしかできなくて、閉じた睫毛がかすかに震える。

　下ろしたままの手首を掴まれ、フェリクスの頬の辺りに添えるように導かれた。戸惑いながらも、顔を隠してほしいのだと理解したリズベットはぎこちなく指先を彼の髪の間に埋める。

「もっと俺の方に」

　腰を引き寄せられ、密着した彼の体にリズベットの豊かな胸が押しつぶされた。息が苦しくて、リズベットは思わずフェリクスの顔を包む指先に力を込めて髪を引いた。それでもフェリクスは平然とキスを続ける。

　下唇を食まれたり、角度を変えて吸いついたり、めまぐるしい愛撫にリズベットはくらくらとめまいがしてきた。辺りをさざめく風の音すらまったく耳に入らなくなり、体から力が抜けていく。彼の髪の毛を掴んでいた指も今は彼から離れないようにするだけで精一杯だ。

「おや――これは……失敬」

　ふいに、近くまでやってきた男性が苦笑して立ち止まる気配がして、リズベットはハッと我に返る。

　そして急ぎ足で引き返していく足音が遠ざかり、また静かに周囲の音がリズベットの耳に戻ってきた。

　どうやら、リズベットの協力のおかげで男性にはただの密会中の若い男女という認識で済まされたらしい。

　フェリクスがそっと身を起こすと、離れた唇の間に名残惜しそうに伸びる銀糸が月明かりに反射した。甘く痺れる唇は熱く、目を開いても焦点が定まるまで少し時間がかかった。

「助かったぞ、リジー。お礼に星がよく見える場所へ連れていってやろう」

「星……？」

「さっき、空を眺めていただろう？　ここは少し明るすぎる」

　フェリクスはそう言って、中庭の方へリズベットの手を引いて歩いていく。周りは明かりがなくなって足元が見えづらいのに、迷わずに奥の方へ向かっている。

「あ、あの……。勝手に入ったら怒られます」

「見つからなければいいだけの話だ」

　それを聞いてリズベットは目を丸くした。

（よく言えば大胆……だけど、品行方正な方とは言えないわね）

　辺りの暗さに慣れてくると、だんだん月明かりだけでも足元が見えるようになってきた。

「いつから、いらしていたんですか？」

「ついさっきだ。着いた途端に話の長いことで有名なテオドルフ卿に見つかってな。しばらく隠れていようと思ってこちらに向かったら、見たことのある顔があったから」

　フェリクスを驚かすことができると思っていたのに、また彼の方からびっくりさせられてしまった。しかも、また愛情表現とはまったく縁のないごまかすためだけのキスまで。

「ほら。見てみろ」

　ムッとしたまま、夜空を見上げたリズベットの瞳が大きく見開かれた。

「……すごい、綺麗！」

　つい、正直に答えてしまって、少し悔しい。

　しかし、見上げた先には、どこまでも宝石をちりばめたような見事な夜空が広がっていた。きらめく星屑を煌々と照らす満月の優しい光にリズベットは目を細める。たしかに、周囲に何も明かりがない方が夜空の美しさが際立つ。

　今にも降り注いできそうな星影に、ほんの少しだけ身がすくんでリズベットは息を呑んだ。

「今夜、本当に俺に会いにくるなんて、相当お人よしだよな」

　背後からフェリクスの腕に包まれたリズベットはふわりと香ってきた深く甘い香りにどきりとした。この前はよく確かめなかったが、令嬢たちが盛り上がっていた香水がこれなのだろうか。たしかに洗練された大人の香り、といっても過言ではない。

「さっきだって、ただの場をしのぐためのキスなのに、あんなにうっとりした顔して」

　顔を寄せて耳元で囁く低音の声は、まるで悪魔の囁きのように美しく罪深い。

「うっ、うっとりなんて……」

　彼女は頬を赤く染めて、震える唇を引き結んだ。

「会えば、何をされるかわかって来たんだろう？」

「何って？」

「男がどんな生き物か教えてやるよ」

　そう言ってフェリクスはリズベットの耳朶に口づけた。

「ひゃっ」

　首をすくめて身をよじるが、フェリクスの腕は細いように見えて、がっちりと彼女を離さない。

「は……ぁ、やめ……」

　最初は小鳥が啄むような軽いキスだったのに、少しずつ耳朶を咥えてわざとらしく水音を立てて吸われる。ぞくぞくと肌が粟立って、リズベットの呼吸が不規則になっていく。

　どんなに力を入れて彼の腕を掴んでも引き離すことができない。

「まだまだこれからだぞ」

　胸のボタンが上から順番に一つずつ弾けるように外されていく。耳元にかかる熱い吐息に体がぞくぞくと震えて、足から力が抜けそうになった。精一杯立っていようとすると抵抗する手がおろそかになり、その隙に、簡易のコルセットをずり下げられてしまった。ふくよかな二つの白い柔肌が晒された。それぞれ薄紅色の頂がぽつんとのっている。

「いや……誰か来ちゃうからぁ……」

　羞恥で目尻に涙を浮かべたリズベットは、月光に照らされた白い肌をなんとか手で隠そうとするが、彼に上から押さえられてしまう。

「こんな緩いコルセットで来る方が悪い。脱がせてくれと言わんばかりじゃないか」

　コルセットの紐を解かれて、腹部に引っかかっているだけの状態にされたリズベットは懸命に首を横に振って否定した。

「これは、違うの……」

　ダンスがないと言われていたので、お気に入りの簡素なドレスで来た。晩餐用のドレスに合わせるためのかっちりしたコルセットでは胸元がさらに寄せられてしまうため、このドレスでは胸元のボタンが閉められないのだ。だから、普段家で使用している一人でも着替えられる緩いコルセットにしたのが、いけなかった。が、フェリクスはそれを説明する時間を与えてくれなかった。

「子供っぽく見えたが、体の方は十分に女として成長しているようだな」

　柔肌を掌で包まれ、頂をこねられると、びりびりと甘い痺れが走って、リズベットはびくっと体を震わせた。

「あぁっ……」

　柔肌を鷲掴みにされて、思わず背中を仰け反らせる。

「いい弾力だ。反応も申し分ない」

　柔肌を掴んだまま、二本の指で頂を摘ままれ、ぞくりと肌が粟立つとともに、頂が尖っていく。不思議なことに、恥ずかしいのにもっと触れられたい。一昨日感じた時の感情がさざ波のようにリズベットの思考をさらおうとしていた。

「なめらかで吸いつくような肌だな」

　頂を解放した長い指が、今度はもう片方の柔肌も包み込んで大きく揉み込んだ。動く度に、今までこねられていた頂が彼の腕に擦れてじんじんと甘く痺れる。

「ふぁ……だめぇ……っ」

　彼の腕の位置をずらそうと身をよじるが、まったく効果がなかった。

「リジー。あまり声を上げると誰かがやってきて、君の魅惑的な体を目撃されることになるが、いいのか？」

　まとわりつくような甘い低音の声で囁かれ、リズベットはぞくりとした。

「い……じわる……っ」

　耳朶から首筋にゆっくりと味わうようにキスを何度も落とされ、再び頭の中に霞がかかり始める。夜気が少し冷えるせいか、フェリクスの手や唇がすごく熱いと感じてしまう。頂はますます尖って、夜の風に撫でられるだけでもちりちりと痺れた。

「俺のことを知りたいって言ったのはリジーだろう」

「だからって、こんなこと……」

「お前の体は素直に悦んでいるようだがな」

　ピンと指先で頂を弾かれ、リズベットは背中を仰け反らせた。その途端にじわりと温かいものが太腿を伝い落ちる感覚があって、慌てて脚を閉じた。

（やだ。私ったら、びっくりして粗相してしまったのかしら）

　柔らかな太腿を擦り合わせると、たしかに濡れている感覚がある。

（恥ずかしい……）

　ただでさえ子供扱いされているというのに、粗相したことがばれてしまったら、もっとからかわれるに違いない。早くこの場を離れて、家に帰る、それが最善の策だ。

「そろそろいい頃合いか」

「殿下。私、もう――」

　言いかけた瞬間、フェリクスに肩を掴まれて後ろを振り向かせられた。ふるんと柔肌が揺れて彼の服に押しつけられた。

「んっ……」

　彼と向き合わされた途端に唇を奪われる。力強いキスに再び息ができなくなり、懸命に呼吸を整えようと努力する。わたわたとしているうちに、フェリクスのしなやかな舌が彼女の歯列をこじ開けて滑り込んできた。

「んぅっ……ふぁ……は……ぅ」

　リズベットの小さな口の中を所狭しとフェリクスの舌が這い回る。

　――熱い。

　頬の内側も、舌の裏側も、歯列の隅々まで舐め尽くされて、リズベットの思考はまた甘く蕩け始めた。溢れる唾液をすするように舌を吸い上げられる。

　むき出しの柔肌を好き勝手に揉み込まれても、秘所からさらに溢れた何かで太腿が濡れても、それを恥ずかしいと思うことさえ甘い快感にすり替わっていった。

（なにこれ、頭の中がふわふわする……）

　いけないことだとわかっていても、リズベットの体は意志とは関係なく悦びを求めている。

「ずいぶんおとなしくなったな、リジー。そこに座ろうか」

　ぼんやりした視界が生け垣の隅のベンチをとらえた。月明かりに照らされて黒く光ってみえる。

　ふらふらとした足取りを支えられながら腰かけると、フェリクスが片膝をベンチに乗せて彼女に屈み込んだ。伸びた舌先でぺろりと味見をするようにリズベットの頂を舐め上げる。

「あぁっ！」

　途端に、ひくんと秘所が震えて、また太腿の間を濡らす。

「なんて甘さだ」

　リズベットを見上げたフェリクスの深く青い瞳が三日月のように形が変わった。

「いや……そんなこと言わないで……」

　もう十分に体が熱くなっているというのに、さらに耳の先まで真っ赤にした彼女はゆるゆるとかぶりを振る。

「森に一人でやってきた女の子が狼に食べられる話は知っているか？」

　リズベットの返答も待たずに、フェリクスは彼女の左胸をぱくりと咥えこんだ。

「あっ、やめ……ふぁっ……あぁ……」

　初めてのキスのように激しく吸われるのかと思っていた彼女は、熱い口腔に包まれた頂が舌先で優しくちろちろと舐められる感覚にぞくぞくと震えた。

「やだ……あぁん……っ！」

　たっぷりと唾液で濡らされた頂がぬるりと転がされる。今まで感じたことのない強烈な官能の波が押し寄せ、秘所からはさらにとろとろと熱いものが溢れてくる。

　さらさらと胸元で揺れるフェリクスの髪にさえ反応してしまって、リズベットの白い肌が悦びで粟立つ。

「キスが好きか。それならこっちにもくれてやろう」

　ちゅうっときつく吸い上げてから左胸を解放したフェリクスが、右胸に口づける。

「あ……あぁ……！」

　柔肌の白い部分を力いっぱい吸われて一瞬痛みが走ったが、すぐに甘い痺れに変わる。舌先がじりじりと頂のふもとを舐め、先端に触れるか触れないかの所で行ったり来たりを繰り返している。

「ん……んぁ……」

　そのもどかしい感覚にリズベットの腰が揺れ出した。ずいぶん前から下腹部が疼いていたのだが、フェリクスに中途半端な舐め方をされたら、それがますます強くなってきた。

「どうして欲しい？」

「そんな……意地悪な言い方……」

　リズベットは声を震わせた。

　――さっきみたいに甘く吸われたい。

　喉の奥まで出かかった言葉は恥ずかしくてけして口にはできない。

「強情だな、リジーは。俺のことが知りたいなら、ただ愉しめばいいのに」

　先ほどまで舐められた濡れた頂をぎゅっと指で摘ままれて、リズベットはたまらずに彼の肩につかまった。

「ひぁ……っ」

　濡れた頂は、まるで一皮むけた果実のようにぬるぬるとすべらかにこねられ、感覚が鋭敏になってしまっている。

「リジーが答えないから、キスはおあずけだ」

　甘い舌戯も蕩けそうだったが、敏感になった頂を弄られるのもリズベットの思考をさらうのに十分だった。

「しっとりと汗をかいているな」

　気づけばドレスの裾をたくし上げられ、太腿を撫でられている。

　粗相をしているのがばれてしまうと慌てて脚を閉じようとしたものの、フェリクスの膝が太腿の間に入ってきて無理やり開かれてしまう。

「いやっ！　触らないで……！」

　彼女の悲鳴も空しく、フェリクスはやすやすとリズベットの秘められた花園を下着の上から指でなぞり上げた。びくっと腰が跳ねる。

「汗……ではないか」

　くすっと鼻で笑ったフェリクスと目が合ってリズベットは唇を噛みしめた。

「イケない子だな、リジー。こんなに濡らして」

　指先で秘所を押し撫でられ、リズベットは後ろに身を引こうとするがベンチの背もたれはこれ以上彼女の後退を許してくれなかった。

「だ、誰にも言わないでください。この年で、お……おもらしなんて……こんなこと、初めてで……」

　恥ずかしすぎて目を瞑ったまま懇願した彼女は、フェリクスの忍び笑いでうっすらと目を開けた。

「初めてか。ああ、誰にも言わない」

　笑いをこらえている彼を信用していいのか、疑わしい目で彼を見つめると、きゅっと左胸の頂を摘ままれた。まだ彼の手の中にあることを忘れていた。

「だが、そんなかわいい顔を見せられたら、もっと濡らしたくなる」

「え――」

　下着の脇から手を挿し込まれ、直に秘所を触れられる。彼の手は熱いと思っていたのに、それがひんやりと感じられるほど自身のそこがさらに熱くなっていることにリズベットはびっくりした。

「いや……！　そんなとこ……！」

　膝でガードされているので、どうやっても太腿が閉じられない。

　いたいけな秘花がフェリクスの指先に感じて小刻みに震える。彼の長い指がその中心に押し入ってきて、リズベットは瞳を大きく見開いた。

「ひぁぁ……っ」

　男らしい彼の指の形がはっきりとわかるほど、彼女の隘路は狭く緊張していた。

「きついな。初めてというのは偽りなしか」

　抜き差しを繰り返しながら、彼の指の根元が秘花に当たる。完全に彼女の中に埋まったのだ。

「あ、はぁ……あぁ……」

　リズベットの肌は紅潮し、桃色に染まっていた。月明かりの下では、ただ白く照らされているだけだったが、潤んだ瞳が体温の上昇を告げていた。

「すぐに蜜が溢れてきた。本当に感じやすい体だ」

　フェリクスが指を動かすと、ぐちゅぐちゅと秘所から水音が漏れてきた。周囲は時々風が木々の葉を揺らす音が聞こえてくるだけで、リズベットの口から洩れる切ない吐息と秘所から零れる淫らな水音が大きく聞こえて恥ずかしくてたまらない。

「脚を上げるんだ」

　蜜口から指を引き抜いたフェリクスに足首を掴まれて、ベンチの上に左足だけ膝を立たされる。足首が濡れるのを感じてまた羞恥に体が熱くなる。

「あぁっ……！」

　大きく開いた秘所に再び指がずぷりと突き立てられ、深くまで蜜壁を擦られる。

「あっ、ふぁっ……ん……いやぁ……」

　隘路を往復する指が蜜をかき出し、リズベットは腰を大きく揺らし出した。彼が触れる度に我慢できないくらい強い刺激を送ってくる場所があるのだ。そこから逃れようと体をよじっているうちに、リズベットはずるずるとベンチから落ちそうになって、だらしなくフェリクスの目の前に秘所を差し出すような格好になっていた。

「ここが、いいんだな？」

　大きく指を動かすのをやめて、彼は集中的にリズベットの弱い部分を責め立てる。

「だめ……っ、そこ、変になっちゃう……から……ぁ」

　堪えていないと何かが溢れてしまいそうな感覚に、リズベットは目尻に涙を溜めて首を横に振った。

「ここまできて止められない」

　長い指で蜜壁を擦りながら、親指で秘所をさらに探られ、今にも泣きそうな顔のリズベットの体がびくんと跳ねた。

「ここか」

「ふぁぁ……っ、なに……やだぁ……っ」

　親指でこねられたのは、リズベットも今まで意識したことのない部分だった。自分ですら触れたことのないその場所は、少し弄られただけでも激しい愉悦の波を送ってきた。

「あぁん！　いやぁ……我慢できない……！」

「我慢しなくていいんだ」

　不敵な笑みを浮かべながらフェリクスが、彼女の蜜壁としこった花芽を同時に擦り上げ、さらに追い打ちをかけるように片方の柔肌をこねてきた。

　彼の肩にしがみついたリズベットの瞳からぽろぽろと涙が零れ始める。自分でも理由はよくわからなかった。やめてほしいと言っても願いを聞き入れられないからだろうか、それとも、恋人でもないのに男女の関係をもつことへの罪悪感か。

　そんなことを考える余地を与えないとでも言わんばかりに、フェリクスの指がより巧みにリズベットの弱い部分を責め、絶頂へと誘った。

「あっあっ……あ、あぁぁぁ……っ」

　途端に、リズベットの口から喜悦の声が上がり、蜜壺からは勢いよく蜜が噴き出した。

　目の前が一瞬真っ白になったリズベットは、自分の身に何が起きたのか理解できないまま、しばらく放心していた。

　ただ全身から急に力が抜けて、さきほどまでの切羽詰まった疼きが静かに引いていくのがわかる。あんなに抜いてほしいと思ったフェリクスの指が隘路から去ると、そこにはまだじんじんと甘い余韻が残っているような気がして、とろりと蜜が溢れる度に、桃色の花弁がひくひくと震えた。

「悪くなかったぞ、リジー」

　フェリクスがハンカチでリズベットの秘所の周りを拭いているのに気づいて、かあっと顔が熱くなる。

「少しドレスも濡れてしまったが、これくらいなら誰にも気づかれないか」

「誰のせいで……」

「これで俺がどんな男かわかっただろう。だから、もう二度と近づかないことだな」

「……」

　リズベットは何も言葉が返せないまま、ぐすっと鼻をすすった。

　恋人でもない女性にいきなりこんなことをするなんて、信じられない。しかもここは他人の屋敷の庭だ。非常識にもほどがある。

　モヤモヤと胸の内を吐き出そうとするが、リズベットは唇を噛みしめた。

　こんな屈辱的なことをされたのに、心のどこかで嬉しいと思っている自分がいることに気づいたからだ。

（好きになったら負けって、読んだ本に書いてあったけど、本当にその通りだわ）

　ほとんど脱げかけのコルセットを胸まで引き上げ、ドレスの前のボタンを一つずつかけていくと、少しずつ平静を取り戻すことができた。

　まだ鼓動は密かに速い。体も熱っぽく、フェリクスに口づけられた部分や秘所が気になって、また下腹部が疼いた。

「フェリクス殿下が、手が早いということはわかりました。優しくないし、自分勝手な人だってことも」

　咳払いをしてから言うと、まだ少し声は震えていたが、真っ直ぐにフェリクスを見つめることはできた。

「だからこそ、もっと殿下のことを知りたいです。最低だって思っても、一つくらいいい所があるかもしれないですから」

「は？　懲りない女だな」

「私、とことん追求しないと気が済まない人間なので」

「変なやつ。それとも味をしめたか？　また俺にイかされたいとか？」

　イかされたいという言葉の意味はよくわからなかったが、彼の笑いを含んだ話し方で、なんとなくさきほどのことを言っているのだと読めた。

「い、いくら殿下のことが気になるからといって、馬鹿にしないでください！　今日はちょっと、油断したというか……こういうことは初めてで、流れがわからなくて……って、もう、言わせないでください！」

「お前が勝手にしゃべったんだろう。本当におかしなやつだ」

　フェリクスが鼻で笑う。文字通り上から見下ろされて、リズベットは背の高い彼を見上げて精一杯気の強い目線を送った。

　その頭上に、大きな流れ星が長い尾を引いて彼方に飛び去っていくのが見えた。










第四章

いたずらは止まらない











　長雨が続き、気分がふさぐということは、リズベットの人生において初めてのことかもしれなかった。以前は部屋にこもって何日も読書をするのが常だったので、雨などおかまいなしだった。それなのに、時間が経つのが遅く感じて、何度も部屋の中を意味もなくうろうろしてしまう。

　――今頃、フェリクス殿下は何をしているのかしら。

　雨の雫が流れる窓に掌を当てながら、ぼんやりとそんなことを考えた。これが恋なのか、と大真面目に考える。

　一緒にダンスを踊りたいと思った完璧な王子は幻想に過ぎなかった。それどころか、本当は高慢で、度が過ぎるほどのいたずらを仕掛けてくるような最低な男だったのだ。

　人前で自分を取り繕うことは珍しいことではないだろう。

「だからって、真逆ってことあり得る？」

　誰にでも優しく、ずっと笑顔でいるのが本当の姿ではないにしろ、一流の教育を受けたはずの王太子があんなに性格が悪いとは露ほども思わなかった。

　それなのに、リズベットの心の中にはまだフェリクスがいる。

「相手は王太子よ。好きになっても想いが叶うはずがない。ダンスを踊るだけで満足……だったのに、どうして？」

　疑問符で終わらせても、答えてくれる者は周りにはいない。

　ダンスを踊るどころか、それよりも一歩も二歩も先を行ってしまった。もう十分すぎるほど彼のことを知ることができたのに、もっといろんな顔を見てみたいと思ってしまった。

「人間って、欲深い生き物ね……」

　ため息をついて曇った窓ガラスを袖で拭うと、屋敷に向かう一本道を馬車が走ってくるのが見えた。

　しばらく経って馬車がまた道を引き返していく。同時に、リズベットの部屋の扉がノックされた。

「リズベット。ゴモン公爵様から晩餐会の招待状が届いたんだけど、どうなっているの？」

　部屋に入ってきたのは母だった。その手には白い封筒を持っている。

「え？　どうなっているって？」

「また出席する気なの？　最近急にあちこちに出かけるようになって、どうしたの？　誰にも迷惑かけてない？」

　母の質問責めに、リズベットの口が重くなる。

「……たぶん」

　フェリクスのことを話すべきか迷ったが、この調子ではまた昔のように外出禁止と言われかねない。

　それにしても、この招待状はなぜ届いたのだろうか。ミランが気を利かせて頼んだのだろうか。もしそうだとすると、この晩餐会にフェリクスが来るということだ。

（また馬鹿にされそうだけど……）

　彼のしたり顔を思い出してリズベットは口を尖らせた。





＊　＊　＊






　ゴモン公爵の領地は南方に位置しているものの、だいぶ秋も深まってきて、夜は特段に冷えた。リズベットは、通された広間でフェリクスの姿を捜しながらゆっくりと室内を眺めた。

　テーブルに盛られた料理がたまらなくいい匂いを漂わせている。しかし窮屈なドレスでは豪勢な料理は喉を通る気がしない。途中で立ち寄った町では軽い食事しかとっていないので、空腹であることは確かだ。

　テーブルのそばに行くと、メインディッシュやサラダの他に数々のスイーツが用意されている。キャラメルシュー、ガナッシュショコラ、ベリーのタルト、洋梨のコンポート、アップルパイにスコーン、何種類ものジャムが用意されていてリズベットは目を輝かせた。

「わあ、パイもいいわね。今度フェリクス殿下にも作って……」

　そう言いかけてリズベットは言葉を切った。手作りの菓子を警備が厳重な王宮の中に持ち込み、王太子に食べてもらうことなど不可能に近い。

（甘いものでも食べれば、少しは冷めた性格が丸くなるかもしれないんじゃないかしら）

　そんなことを考えながら、どれを食べようか真剣に迷っていたリズベットは、周囲のざわめきもまったく耳に入らない。

「お一人ですか？」

　突然横から声をかけられ、ハッ振り返ると、そこにはフェリクスがきさくな笑みを浮かべてリズベットの顔を覗き込んできた。

「フェリクス殿下！」

　ぎょっとして、一歩後ろに飛びのくとフェリクスが再び距離を詰めてくる。

「何か食べる所でしたか？」

　人懐こそうな笑顔にリズベットはどぎまぎした。

（これは完璧モードのフェリクス殿下だわ）

　初めて見かけた時には、この人とワルツを踊れたらどんなに幸せだろうと夢を見たのに、現実を知っている今はこの笑顔が逆にこわい。

「そう思ってたんですけど、やっぱりちょっと食欲が……」

　リズベットは困ったように辺りをきょろきょろと見た。いつの間にか周囲の人々がこちらに注目している。特に女性陣からの視線はとげのように痛い。

「では、あちらで私と踊りませんか？」

　フェリクスが示したのは、広間の中央だ。

「え？」

　ぱちくりと目を丸くしてリズベットは間の抜けた返事をしていた。

「ダンスはお嫌いですか？　それとも決まったお相手がすでにいらっしゃる？」

「い、いえ……」

　叶うはずのない相手なら目の前にいる、とリズベットは心の中で付け加えた。

「では、お手を」

　フェリクスは嬉しそうににこにこと口元を緩めて、恐る恐る差し出したリズベットの手を取った。

「光栄です。あなたのお名前を窺ってもいいですか？」

「リズベット……です」

　知っているくせに、わざとらしい。リズベットが眉をひそめると、彼にくすっと笑われた気がした。

「素敵な名前ですね。初めて見る顔ですが、こういう会に出席したことは？」

「今夜が初めてです」

　平然と嘘をつき返してみると、フェリクスが白い歯を見せて笑った。

「では、リズベット。こちらへ」

　戸惑いながら、彼に手を引かれて歩いていくと、人が左右に割れて道ができる。フェリクスに手を握られていると思うと、周りに気を配る余裕もなかった。先日、その手が自分にいったい何をしたのか思い出しただけで体が熱くなってくる。

（よけいなことを考えちゃだめ）

　そう言い聞かせるのに、そばにいるフェリクスがつけている上品で深い甘さの香水に包まれると、ますますあの満月の夜のことが鮮明に呼び起こされてしまう。

　どんな意図があるのかわからないが、今日はダンスの相手をしてくれるらしい。

（もしかしてミランが何か伝えてくれたのかな。ダンスさえ踊れば満足だろうって言われたし……）

　リズベットは、フェリクスの顔を見上げた。目が合うと優しく微笑まれた。本当に何を考えているのかわからない。熱くなった頬を隠すように俯くと、ワルツの演奏が始まって、リズベットは慌ててリズムを取った。

　しかし、子供の頃に遊びで踊ったくらいで、公の場で踊るのが初めての彼女は、ステップが合わず、テンポにもついていけない。緊張しているのでよけいに目も当てられない。

　何度も転びそうになるが、さりげなくフェリクスがフォローしてくれるので、なんとかリズベットも持ちこたえていた。

「お上手ですね、リズベット」

　にこやかに皮肉を投げかけられて、リズベットはムッとする。

「殿下には敵いませんわ」

　眉を吊り上げたいのを堪えて、にっこりと笑い返した時だった。

　バキッと嫌な音がして、リズベットの右足に衝撃が走る。急いで用意してもらった靴の、高いヒールが折れたのだ。さすがにフェリクスにも予想外だったのか、支えきれずにリズベットは床の上に尻もちをついて転んでしまった。

「いた……っ」

「大丈夫か、リジー」

　すぐにフェリクスがしゃがんで、彼女の手を取って起こしてくれる。

「な、なんとか……。でも、もう踊るのは無理なようです」

　無残にも根元から折れてしまったヒールの靴に手を伸ばして脱いでみせる。

　フェリクスからダンスに誘われることなど、もう二度とないかもしれないのに、どうしてこのタイミングで靴が壊れてしまうのだろうか。

　情けなくて、恥ずかしくて、喉がぎゅっと苦しくなった。

「他の方をお誘いになって――きゃっ」

　なんとか声を震わせながらも、なんでもないというように笑顔を見せると、突然フェリクスに抱き上げられた。

　その様子に周囲がざわつく。

「ゴモン公爵。彼女が足を捻ったらしい。どこかで休ませなければ」

　フェリクスは近くで踊っていた壮年の紳士に声をかけた。

「それならいくらでも客室が空いていますので案内させましょう」

「私が責任をもって彼女を連れていく」

　リズベットを軽々と抱いたまま、フェリクスはそう言って、神妙な面持ちで広間を出ていく。

「で、殿下……。私、足は……」

「いいから黙ってろ」

　使用人に空き部屋まで案内してもらったフェリクスは、二人きりになるとようやく彼女を床に下ろした。

「本当にけがはないか？」

「ないです。足もほら」

　爪先をとんとんと床についてみせる。幸いにして痛みはなかった。それでもフェリクスは疑わしそうに顎に手を当てて思案している。

「ちゃんと見せてみろ」

　客室といっても、リズベットの部屋よりもはるかに広く、調度品も値打ちがありそうなものが揃えられている。そこに備えつけられている大きなベッドに腰かけると、あまりにも柔らかなスプリングに驚いた。

「たしかに、腫れてはいないようだな」

　フェリクスがしゃがみこんでリズベットの右足に触れる。温かな手に撫でられて、思わずどきりとする。フェリクスは人を見た目で判断するなと言った。それはダンスを踊っている時の優しい態度が偽りだということを言いたいのだろう。しかし、今の彼は本気でリズベットの心配をしてくれている。

（ほら。やっぱり、優しい……）

　陽だまりのような笑顔や貴公子然とした態度も、すべてが嘘というわけではないのだ。

「リジーとはどうやってもダンスは踊ってやれそうにないみたいだな」

　意地悪な笑みを浮かべられて、腹立たしいはずなのに、さきほどよりもはっきりと言われて清々しささえ感じられる。

「そうみたいですね。もうダンスは諦めます」

「じゃあこれは？」

　フェリクスが腰を浮かせて、ベッドに手をつく。至近距離で見つめられて彼女の心は揺れた。

　ちゅっと味見をするような軽いキスをされて目を閉じると、そのままベッドに押し倒された。

「こ、こんなことしてる場合じゃありませんよ。みんなが待って――」

　反論は受けつけないとばかりに、ぐいと顎を指ですくい上げられ唇を塞がれた。先日よりもさらに深く口づけられ、リズベットは喉の奥で声にならない声を上げた。

「んっぅ……」

　きつく抱きしめられ、重なった唇が熱を帯びていく。フェリクスの体重を受け止め、苦しいはずなのに、もっとくっついていたいと思ってしまう。

「本当にお人よしだな。人の心配より、自分の心配をするべきじゃないのか？」

　そういうのは屁理屈というのではないだろうか。

　背中に回された手がドレスの留め具を探しているのに気づいてリズベットは顔を赤らめた。

「殿下。だめです」

　リズベットはフェリクスの体を突っぱねるように掌で押し返そうとした。しかしすぐに手首を掴まれて組み敷かれてしまう。

　触れられれば触れられるほど、リズベットの心はフェリクスから離れられなくなるような気がした。

　一番好きになってはいけない相手なのに、もっと好きになりそうでこわい。

「さっきの俺と、今の俺のどっちがいい？」

「え……んぅっ」

　拒まなければと逸らそうとするリズベットの唇に柔らかなキスが降り注ぐ。慈しむような優しい口づけにリズベットは抵抗する力を失ってしまった。

（こんなキス、ずるい……）

　無理やり手籠めにされたなら大声で誰かを呼ぶことも考えていたのに、フェリクスのキスはまるでリズベットを慰めるように穏やかで温かかった。

（そんなに優しくされたら、どうしたらいいのかわからなくなっちゃう……っ）

　柔らかく擦り合わされる唇、角度を変えて熱をはらんで、吐息まで絡められていく。手首を掴んでいたフェリクスの手がリズベットの掌に重なり、ぎゅっと手を繋がれる。

「それ、どういう意味……」

　唇がかすかに離れるタイミングで声を漏らすものの、すぐに熱く口づけられて何も言えなくなってしまう。キスを重ねれば重ねるほど、力が抜けていき、じらすように舌先で歯列をなぞられ、頭がぼうっとしてきた。

　これ以上はいけないとわかっているのに、緩めてしまった口の中にフェリクスのしなやかな舌先が入ってきて空間を埋めていく。

「ふぁ……あ、はぁ……」

　いっそう息苦しくなったリズベットは少しでも空気を求めてもどかしく呼吸するのに、それを遮るようにフェリクスがさらに深く口づけてきて、舌を絡めてきた。かき混ぜられた唾液を吸われ、溢れたものが唇の端から流れていく。

「言葉通りの意味だ。リジーも最初は他のご令嬢と踊っている俺を見ていたはずだ。それを見て、お前も踊りたいって思ったんだろう？　どうだった？」

「わ、わかりません……」

　にやりと笑うフェリクスに、顔を真っ赤にして口ごもる。暖炉の火があるとはいえ、秋口の夜は冷える。それなのに、リズベットの体は寒さを感じなかった。むしろ体の奥で、熱がくすぶっているような何かが疼く感覚さえあった。

「それとも、こうしていたずらされる方が好きか？」

　そうだ。こうして体を重ねることは、彼にとってはただのいたずらなのだ。勘違いをしてはいけない。気持ちを切り変えようと必死に冷静になろうとするが、再び口づけられると、何が本当なのかわからなくなる。

　服の上からフェリクスの大きな手が胸に触れ、その形を確かめるようにゆっくりとこねられる。

「んっ……んぅ……！」

　リズベットの体がびくびくと震えた。空いている手で必死にフェリクスの腕を掴むが、抵抗空しく彼の手はいつの間にか背中の留め具を外していて、ドレスを脱がされる。コルセットの中へもぐりこんだ手が柔肌を強引にさらけ出した。

「や……っ、嘘……」

　むき出しにされた薄紅色の頂を指の腹で撫でられると、甘美な痺れが訪れて、体の奥が強く疼き出した。

「明るい所で見ると、うっすら肌が色づいているのがわかるな」

　指先が頂をかすめる度に、びくんと体が跳ねる。コルセットで胸が中央にきつく寄せられているせいで、じれったい刺激がよけいに響く。

「気持ちいいのか？」

　柔肌を揉み込みながら、フェリクスの青い瞳が満足そうに見下ろしてくる。

「こ、これは……違います」

　ふるふると首を横に振りながら声を震わせて否定するが、体のほてりは彼にごまかすことができない。

「嘘をつくな」

　ふいに、きゅっと二本の指で頂を摘ままれ、触れられてもいないのに下腹部の奥が甘く疼いて、その感覚から逃れようとリズベットは思わず腰をくねらせた。

「嘘なんかじゃ……っ」

　眉をきつく寄せて顔を赤らめるリズベットの胸元の紐が解かれて、コルセットを抜き取られた。ドレスはまだ腰の辺りにまとまっていたが、上半身を覆うものは何もない。

「素直じゃないな」

　手を払いのけられた所にフェリクスの顔が近づいてきて、つんと尖る頂に吸いつかれた。

「ひゃ……やっ……んんっ」

　ちゅうっと吸い上げられたかと思えば、舌先で舐め上げられ、じくじくと甘い痺れにめまいがした。

　再び味わう感覚に耐えられずに喉の奥から切ない声が漏れ出てしまう。それが恥ずかしくてリズベットは自分の手で口を塞いだ。繋いだ手を離され、もう片方の柔肌をしなやかに揉みしだかれる。

「ふ……っぅん……！」

　じっとりと熱く濡れる感触が頂から周りへ広がっていくようだ。それに加えて、下腹部も連鎖的に疼きが増していき、体温が上がっていく。

「いい色になってきたな。薔薇の蕾のようだ」

　目を瞑って耐えていたが、フェリクスの言葉でうっすらと目を開けると、たっぷりの唾液で濡れた頂がしこって膨らんでいる。

「いやっ、もうやめて……！」

　かあっと耳朶まで真っ赤にしたリズベットは涙目になって懇願したにもかかわらず、フェリクスはにやりと意地悪く笑っただけだった。

「まだ、だめだ」

　今度はドレスを全部脱がされて、彼女を守るものは下腹部にある小さな下着一枚になってしまった。

「なめらかで、きめ細かい極上のシルクに触れているみたいだな。よく肌は磨いているようだ」

　両手で二つの柔肌を弄ばれリズベットは彼から顔を逸らすが、そう言われるだけで恥ずかしくて肌が桃色に色づいていく。

　掌でわざと頂を押しつぶして円を描くように揉まれると、甘美な痺れが強くなって額の辺りがざわざわと落ち着かなくなり、リズベットは眉をぎゅっと寄せた。

「ふぁ……やぁん……」

　好きな人に触れられて嬉しい気持ちと、愛のない行為に対する悲しみが心の中で混ざり合って、どうしたらいいのかわからなくなった。

「ますます硬くなっていくな、リジーの蕾は。もっとかわいがってほしいと言っているようだ」

　指先で頂を弾かれ、リズベットは強い痺れに背中を仰け反らせた。

「ひぁっ……」

　頂の周りに甘く歯を立てられ、ぞくぞくと背筋を上っていく感じたことのない震えに、リズベットは耐えられずに腰を揺らし出す。なぜかじっとしていられないのだ。

「こっちもかまってほしいのか？」

　フェリクスの手が脚をなぞり上げる。膝の辺りから太腿へ、さらに指先は固く閉じているはずの溝へ指先が到達する。

「だめっ……そこは……っ」

「ずいぶん濡れているな」

　柔らかな秘花を押し開くように下着の上から何度も指が上下に往復する。

「いや。そこはだめだったら……っ」

「この前はあんなに悦んでいたのにな」

　長い指が下着の隙間から直接秘花に触れた。ぬるりと重苦しい違和感があって、リズベットは背中に汗が滲むのを感じた。

「あっ、やっ……あぁ！」

　リズベットは身をよじった。フェリクスの指を押し出そうと働く媚肉が彼にまとわりついて、全力で抵抗するものの、困るどころか彼の瞳はさらに熱を帯びたように見えた。

「やだ……抜いてぇ……！」

　腰の引けるリズベットの体は押さえつけられ、フェリクスの指が付け根まで彼女の蜜洞に沈み込んだ。

「そんなに締めつけるな」

「んふぁ……っ」

　フェリクスが指を動かしたら、この間のようにおかしくなってしまう。それは彼の思うつぼだ。なんとかやめさせなければ。

「本当に強情だ」

　微苦笑したフェリクスが指を引き抜いたのでホッとしたのもつかの間、リズベットの太腿が大きく左右に開かれた。

「ひぁ……っ」

　ちゅっと軽い水音が立てて、秘花にぬるりと温かいものが触れた。

「ここも濃厚な甘さだ」

　温かな吐息がくすぐったい。しかし、そんな悠長なことを言っている場合ではない。フェリクスの舌先が伸びてリズベットの弱い部分を舐め上げたのだ。

「ひゃあん……っ」

　頂に口づけられた時よりも鮮烈な刺激にリズベットの腰が跳ねた。それを押さえつけられて、フェリクスがさらに顔を埋めてくる。

「や……あぁ……あっ、あん……」

　淫らな水音を部屋に響かせ、フェリクスが媚肉に舌をねじ込ませて蜜を舐め取っている。身の置き所のない快感におそわれて声を我慢することも忘れたリズベットは、わけもわからないまま喜悦の声を上げ続けた。くねる腰を押さえられ、じたばたする太腿を大きく左右に押さえつけられた。

「ここも感じやすいようだな。すぐに膨らんできた」

　濡れそぼった秘花は吐息ですらも敏感に感じ取ってひくひくと震えて、蜜を溢れさせる。フェリクスは秘花のそばに隠れている花芽を咥えこんだ。

「あぁ……っふぁん」

　繰り返し、ぬるぬると花芽を舌で転がされ、リズベットはまた熱っぽく喘いだ。やめてほしいのに、甘い痺れはたまらなく心地いい。疼く蜜壺からとろとろと熱い蜜が溢れ出た。

「ほら。きつく絡みついて、欲しがっているようだ」

　フェリクスが薄く笑いながら、長い指を蜜洞に押し込んできた。きついと言いながらもそれは先ほどよりもすんなりと彼を飲み込んで、リズベットは恥ずかしくなって首を大きく左右に振った。

「そんなこと、ない……っ」

　目を閉じて、フェリクスの視線を無視しようと思ったが、何も見えないと感覚が触れられている場所に集中してますます彼女の体は熱く疼き出してきた。

「あっ、あっ……あぁっ」

　一際激しく蜜洞を擦られ、親指の腹でさきほど舐められた花芽を弄られた途端に、視界がぐらりと揺れて頭の中で何かが弾けたように目の前が真っ白になった。

　指先まで硬直した体は次の瞬間には、ベッドに力なく沈み込んだ。このまま夢の中に落ちて空を飛ぶ夢でも見られそうなほどリズベットの頭の中はふわふわしていた。

　体の疼きが少しだけ解放されたような気がしたものの、まだ奥の方では熱が渦巻いている。現にそこから溢れる蜜はまだシーツに零れ続けて、彼女の丸みを帯びた双丘を濡らしていた。

「もう一度聞く。さっきの俺と、今の俺、どっちがいい？」

　ゆっくりとフェリクスが尋ねてくる。無意識に零れた涙で視界がはっきりしない。

「どっちも……好き。どんな表情も、フェリクス殿下はフェリクス殿下だから……」

　甘く揺蕩う思考で答えると、少しの間沈黙が流れた。

「……欲張りだな、リジーは」

　蜜にまみれた指先に舌を這わせながら、フェリクスは満足そうな笑みを浮かべた。

「今度、王宮で今年最後の舞踏会が開かれる。特別にリジーも招待してやるよ」

　リズベットはその言葉に喜ぶべきなのかどうか、困惑したままだった。










第五章

本気で俺のものにするから











　真っ白な綿雪が降り積もる季節になった。王宮も純白の雪に包まれ、静謐な雰囲気を放っている。たとえ寒い時期だとしても、舞踏会に招待された貴族たちの華やかな衣装は、雪により映えた。

　ところが、リズベットだけは相も変わらず春に作ってもらった薄桃色のドレスである。

（きっと誰も覚えている人なんていない）

　以前なら人目を気にしてうじうじしていたかもしれない。しかしフェリクスに会いたい一心しかなかったので、それはもう感じなくなっていた。まだ知らない人に声をかけるのは至難の業だが。

「リズベット。どうしてここに？」

　王宮に入り、大広間に向かっていると、広い通路でミランに会った。彼は心底驚いた顔をしている。

「あのね、フェリクス殿下から招待状をいただいたの」

「殿下から？　まさか」

「本当なの。ここまで来られたのも、もとはと言えばミランのおかげよね。本当にありがとう」

「……フェリクス殿下はお優しいお方だからね。なかなか王宮に来られない地方のご令嬢を可哀想だと思ったのかもしれない」

「可哀想……とは思ってないんじゃないかしら？」

　思っていたら、あんないたずらはしない。完璧な姿しか見たことがない人間にそれを言っても信じてもらえないだろう。

「でもね、リズベット。殿下の優しさにこれ以上甘えちゃだめだよ。本当に殿下は心の広い方で……。どうして笑ってるの？」

「ううん。そうよね。フェリクス殿下は優しい。知ってる」

　四六時中そばにいる王室親衛隊でも見たことがない彼の一面を、自分だけが知っていると思うとなんだか嬉しくなった。

「リズベット。あのさ、この間は食事できなかったけど、また誘ってもいいかな」

「ええ、もちろん。お母様と腕によりをかけてごちそうを作るわ」

「あ、えっと、そうじゃなくて……」

　なんだかいつもと違って彼の歯切れが悪い。

「ミラン！　そろそろ持ち場につけ！」

　鋭い声が飛んできて、ミランが背筋を伸ばして振り返った。大広間の方から、ジラードがこちらを睨んでいる。

「も、申し訳ありません。すぐに行きます」

「じゃあ、またね」

　リズベットはミランに小さく手を振った。

「ミランったら、何を言おうとしたのかしら？」

　首をかしげてから、ふいに誰かの視線を感じて周囲を見回すが、王宮の衛兵や、忙しく働く侍女たち、そしてそれぞれの会話に花を咲かせている貴族たちしかいない。

　気のせいかと肩をすくめたリズベットが大広間に入ろうとすると、後ろから肩を叩かれて彼女は振り返る。

「リズベット・ディシール様ですね？」

　見たことのない男だったが、深紅の制服が王室親衛隊であることを物語っている。

「はい。そうですが……」

「ご案内するように仰せつかりましたので。ご一緒にいらしていただけますか？」

「どこに？」

「いらしていただければわかります」

　親衛隊の男は、それ以上のことは何も教えてくれなかった。

（もしかして、やっぱり私みたいな地方の令嬢は中に入れないのかしら）

　いくらフェリクスが善意で招待状をくれたとしても、王宮側としては名だたる貴族を集めたいと思っているのかもしれない。

（そうよね。殿下にしてみれば、いい暇つぶしの相手……）

　今日の舞踏会の招待状も、舞い上がってやってくるところを笑うためかもしれない。優しいところもあるが、意地悪なところがあるのも本当だ。

　リズベットが悩みながら親衛隊の後をついていくと、どんどん王宮の奥へ通され、さらに不安になってきた。帰されるどころか、地下牢にでも繋がれるのでは。

　あらぬ想像をして足が震える。しかし、そんな物騒な雰囲気は感じられず、静けさはあるものの、精巧な彫像が並んでいたり、壁には大きな風景画が飾られていたりと、気品を感じさせる。

「お連れしました」

　大きな扉の前で立ち止まった親衛隊の男は、ノックをする。

「入れろ」

　中から聞こえる声には聞き覚えがあった。

（まさか――）

　リズベットは息を呑んで、扉を開けた。

「ようこそ、リジー」

　部屋の中にいたのは、濃紺の上質なジュストコールを着こなし、艶やかに髪を撫でつけた正装姿のフェリクスだった。相変わらず見目麗しい。大広間でダンスを踊ってもらえるのを待っている令嬢たちよりも先に、今夜の装いを目にすることができて心が浮き上がる。ほうっと見とれていると、鏡の側に寄りかかっていた彼が手招きした。

「フェリクス殿下？　あの、もしかして、ここは……」

「俺の部屋だ。さあ、遠慮せずにもっとこっちへ来い」

　初めて招かれたフェリクスの部屋にドキドキしながら、扉を閉めると、ゆっくりと彼の下へ歩いていく。

「舞踏会、呼んでくださってありがとうございます」

　せっかくまた会えたのに、同じドレスは失礼だっただろうかと心配しながら、にこりと笑みを浮かべ、膝を軽く折って挨拶する。

「お前が俺の前をうろちょろするのは別の目的があったってことだ」

　急に冷ややかな物言いをされ、彼女は怪訝そうに目線を上げた。

「どういうことですか？」

「さっき、通路で王室親衛隊の男と一緒にいただろう？　俺を護衛するために各地に同行する……だから、今までリジーもその場に居合わせることができたというわけだ」

「それは……」

　リズベットは青ざめた。機密情報を漏らした罪でミランに何かあれば、それはリズベットの責任だ。

「ミランは何も悪くありません。私が勝手に――」

　突然唇を奪われた。まろやかな柔肌を揉み込まれたリズベットは、強く甘い痺れに耐えながらフェリクスの腕を掴んだ。

「んぅっ……ふ、あっ……」

　二つの柔肌を鷲掴みにされ、リズベットは彼の手をどけようと力を入れるが、びくともしなかった。それどころか、まろやかな膨らみに指が食い込み、フェリクスの好きなようにかき乱される。

「ミラン、か。覚えておいてやる」

　また口が滑ってしまったと思った時には遅かった。よろめいてベッドに倒れると、フェリクスもそのまま上に乗ってきて、彼女を組み敷く。

　今までにない乱暴な仕打ちにリズベットの目尻には涙が滲んだが、それ以上に体の奥が甘く疼いて熱が増していくばかりだ。

「あぁっ……フェリクス殿下、もう舞踏会が始まって……」

　もしかしたらフェリクスの姿が見えないとわかって、誰かが捜しにやってくるかもしれない。冷淡な彼の視線とは対照的に、リズベットの瞳は熱っぽく潤んで、彼を見上げる。

「そんなものどうでもいい」

　ドレスを強引に脱がされ、白い肌を暴かれる。コルセットも外されて、純真な部分に触れられた途端に、彼女は逃げるように腰を引いた。

「やっ……殿下、どうしたのですかっ」

　フェリクスに背を向け、這うようにベッドから下りようとした彼女は腰を掴まれ、溝を割って入った指が淫らに踊るのを感じた。

「ひ……っ、ふぁ……あぁん……！」

　腹部の奥まで掻き回されるような熱い感覚が腰の辺りにねっとりとまとわりつき、フェリクスの長い指先が何度も中で踊っているのがわかる。

　しなやかなフェリクスの指戯に、リズベットの体は条件反射のようにすぐに愛蜜が溢れるようになっていた。

「ミランとかいう男に会うために来ているんだろう？」

「誤解です……っ。ミランはただの幼馴染みで……」

　シーツを力任せに掴んだリズベットは、ぬるぬると蜜洞を押し拡げる激しい指戯に背中を仰け反らせた。その反動で腰が高く上がってしまい、彼の指先が敏感な部分を擦り上げた。

「ふぁ……っ！」

　びくんと腰を震わせ、体を硬直させる彼女を見て、フェリクスが再び不敵な笑みを浮かべる。

「ここか」

　すくむ体を押さえつけられ、さきほど感じた弱い部分を指の腹で何度も擦られると、リズベットはぞくぞくと立ち上ってくる甘い愉悦で腰が抜けそうになってしまった。

「あぁ……っ、んん……ふ……ぅ！」

　官能の波に溺れかける理性を保とうと精一杯眉間に力を込め、掌で口元を覆うが、あろうことかフェリクスはさらにもう一本の指を滑り込ませてきて蜜をかき出した。

「やっ……それ、だめぇっ……」

　懇願するように後ろを振り仰いで声を上げたが、冷たい笑みを浮かべたフェリクスと目が合い、かあっと耳朶まで赤くなった。彼が指を動かす度に耳に届く淫猥な水音は明らかにリズベットのものだ。

「そんな甘ったるい言い方では、よけいに俺をあおるだけだぞ」

　ずぷりと奥深くまで指先がねじ込まれ、リズベットはかすかな痛みに喉の奥で悲鳴を上げた。同時に、痛む部分は切なく疼く熱情を刺激して、体をさらに昂らせる。

「いやっ、嘘……。もう……あっ、あっ……」

　長い指先が潤んだ蜜洞を滑り、繰り返し弱い部分を責め立てた。こらえきれずに枕に頬を押しつけたリズベットの瞳が熱で潤む。

「ほら、もうこんなに蜜を溢れさせて」

　フェリクスの指先が中で素早く躍ると、リズベットの耳にぴちゃぴちゃと羞恥に耐えかねる水音が届いて、体の奥から湧き上がってくる淫らな感情と理性のはざまで揺れていた彼女の思考はそこで儚く砕けた。

「あっ……は、あぁっ……」

　本意ではない。それはわかっているのに、フェリクスから与えられる愉悦がたまらなく心地よくて、一度溺れてしまうと、もうそこから逃れるすべはなかった。

　触れられている部分も、蹂躙された胸先もちりちりと甘く痺れて、うねる愉悦の波に心も体も揺れ始め、リズベットは何も考えられなくなり、ただ喘ぎ続けた。

「自分から腰を振るとはいやらしい女だ」

　そう冷笑されたが、リズベットは唇を引き結んだだけだった。何も言い返せない。したくてしているわけではないのに、体が勝手に動いてしまう。しかしそれを言ってしまうと、彼の指戯が気持ちいいと認めてしまうような気がして、黙って耐えるしかなかった。

　返答のないことに気を悪くするかと思ったが、彼はおかまいなしにもう片方の手で柔肌を掴んできた。

「はぁ……あぁん！」

　背中に彼の体重がかかり、リズベットは四つん這いの姿勢を保てなくなってベッドに突っ伏す。しかしそれでも彼は手を離さなかった。まったく逃げ場のなくなった空間で秘所を激しく乱され、胸先を扱かれながら柔肌を揉み込まれる。

　限界だった。とうに理性の壁は突破されてしまったが、それでも彼の好きなようにはさせたくないと思っていたのに、淫らに踊る指先によってまばゆい世界への扉を開かれてしまった。

「っあ、あぁぁ……っ！」

　閉じた瞼の裏がちかちかと閃いて、押し寄せる愉悦の波にびくびくと腰が震える。細かく震える太腿の間を温かいものが溢れていって、シーツに染みていった。

　甘く霞のかかる頭の中にはふわふわと雲の上を歩いているような軽やかなめまいが訪れて、一瞬何が起きたのかわからない。リズベットの焦点はぼんやりとして定まらなかった。

「だいぶ解れたようだな」

　ぬるりと蜜洞を擦るように指が抜けていくと、それだけでまたリズベットの腰がぴくんと跳ねた。

　なんだか、今夜のフェリクスはより意地悪に思える。ミランとのことは誤解なのに。

　乱れた呼吸を懸命に整えようと深く息を吸ったリズベットの耳に、カチャカチャと金属の音が聞こえた。ゆっくりと首をもたげて後ろを見ると、フェリクスが腰のベルトを外し、トラウザーズを脱いでいるところだった。

「で、殿下？」

　リズベットはどきりとして、慌てて目を逸らした。

「リジー。こっちを向け。本気で俺のものにするから」

　ためらっていると、肩を掴まれて転がされるように仰向けにされた。すると、いやでもフェリクスの股間にそびえる怒張した男の欲望の形状が目に入り、視線をどこに合わせていいかわからなくなる。

「入れるぞ」

　太腿を開かれ、濡れそぼった蜜口に、丸みを帯びた先端が触れると、何とも言えない背徳感を覚えてしまう。それこそもう後戻りはできない。

「や……」

　蜜襞を押し込みながら、それが狭い隘路をぐうっと拡げていく。

「あぁ……っ、無理です……」

　指を入れられるだけでもきつく感じるのに、それの何倍もの質量を受け入れるなど、不可能だ。

「つらいのは最初だけだ」

　引き裂かれそうな切迫感に、汗が噴き出す。それでも、リズベットの下腹部の奥はそれが欲しいと蜜を零し続けている。それをまとわりつかせながら、フェリクスは浅い部分を切っ先で何度も摺り上げた。

「あ、あ……はぁ……」

　少しずつ、熱杭の形にも慣れてきた、そう思ったのもつかの間、フェリクスがその先端を奥にずぷりと一気に押し込んできた。

　焼けつくような痛みが走って、狭い隘路がめりめりと避けていくような錯覚に陥る。

「あああぁ……！」

　彼の肩に爪を立て、リズベットは叫んだ。

「力を抜け、リジー。奥まで全部入ったぞ」

　ぶるぶると震えたまま、リズベットは目を瞑って、こくこくと頷くばかりだった。ぎゅっとしがみついていないと、痛みでどうにかなりそうだ。

「なんて、きつさだ。そんなに締め上げられたら、すぐに達してしまいそうだ……」

　フェリクスの端正な顔立ちから冷静さが消えて、荒く息をつく。整えた前髪が幾筋も額に零れた。

「リジーの中は、熱いな」

「殿下……」

　リズベットはようやく声を絞り出した。

　胸が激しく高鳴っている。大好きなフェリクスと結ばれた嬉しさと、婚約をしているわけでもないのに、男女としての関係を持ってしまった焦燥感で、心がぐらぐらと不安定になる。

「動くぞ」

　フェリクスが腰を引くと、蜜壁が擦れてリズベットは痛みで眉を寄せた。次の瞬間にはまた奥まで楔を穿たれ、喉の奥で悲鳴を上げる。

「ひぁ……はっ……あぁ……」

「リジー。想像以上に熱くてぬるぬるしていて、気持ちがいい。これでは本当にすぐにでもイってしまう」

　苦しくてつらいのに、フェリクスの嬉しそうな顔を見ると胸がきゅんと締めつけられる。

「痛い思いをさせて悪い。だが、お前を俺のものにするには、こうするしかなかった」

　熱杭を打ちながら、フェリクスは彼女のまろやかな胸に手をかけ、柔らかく揉み込む。

「他の男に渡すわけにはいかない。俺だけを見ていろ」

「あぁ……殿下……。私は最初からそのつもりで……」

　目尻に溜まった涙をフェリクスがキスで舐め取る。

「リジー。本当にあいつのことは何とも思っていないんだな？」

　律動を止めずに、柔肌の頂を吸い上げられると、リズベットの口から喜悦の声が漏れた。きゅうきゅうと蜜襞が震え、フェリクスの楔を締めつける。

「ひあっ……はい……本当、です……っ」

　これだけは誓って言えることだ。真っ直ぐにフェリクスを見て答えられる。

「く……リジー。だめだ、我慢できない」

　呻いたフェリクスは少し体を起こしてリズベットの顔の脇に手をつくと、勢いよく最奥を穿った。

「ああっ！」

　突然の衝動に背中を仰け反らせたが、最初の頃のような痛みはそれほど感じなくなっていた。それでも、何度も激しく楔を打ちつけられるとヒリヒリとした痛みはあるが、それ以上に何とも言えない甘怠い感覚が腰にまとわりついてきて、蜜壺からとめどなく熱い蜜が溢れていく。

「あ、あ、あ、ひぅ……っ、やぁ……」

　さらに大きく足を左右に開かれ、あられもない姿にされたリズベットは、甘い声で啼き続けた。

「リジー。もう限界だ……っ」

　抽送がいっそう激しくなり、フェリクスの呼吸が荒々しくなる。余裕のない表情に、玉のような汗が浮かび上がって、リズベットの胸の上に零れ落ちる。

「殿下ぁ……っ！　ああっ、ああぁ……っ」

　意識が飛びそうなほどの絶頂の波が押し寄せてきて、リズベットは真っ白な世界にさらわれた。指やキスではいけない、さらに高みへ昇り詰めた彼女は、最奥で放たれたフェリクスの熱い欲望を受け止めて、また隘路をわななかせた。

　それを感じたのか、フェリクスが低く呻き、名残惜しそうにゆっくりと楔を抜き差しする。

　リズベットの体も、それを一滴も逃すまいとでもするかのように、きゅうきゅうときつく締まって、しばらくの間はその姿勢から動けなかった。




　満たされた思いで、とろとろと浅い眠りを繰り返していたリズベットは、フェリクスが何度か部屋を出ていくのを感じていたが、全身が気怠くて起きられそうになかった。

　ようやく、身じろぎできるようになったのは、朝方のことだ。

　うめき声がして、寝返りをうつと、フェリクスがしかめ面をして額に汗をかいている。

（何か、夢でも見ているのかしら）

　どうしようか迷ったが、あまりにも彼が苦しそうなので、肩を揺さぶった。途端にハッと目を開けたフェリクスが鋭い目でリズベットを睨んできたが、それが夢ではなく現実だと知ると、ホッとしたように長いため息をつく。

「悪い。リジー、起こしてしまって」

「いいんです。私こそ……お暇するべきなのに……」

　いまだに何も身に着けていない状態で、同じベッドに入っていることに気づいて顔を赤くする。

「……最近、眠りが浅いんだ。覚えてはいないが、悪い夢ばかり見る」

「何か、心当たりは？」

「リジーもわかっていると思うが、俺はみんなの理想通りの王子になれるよう努力してきた。それが、つらくなってきた。いつまで優しく従順な聖人のような自分を演じ続けなければならないのかって」

　フェリクスは掌で顔を覆って深いため息をつく。

「誰かに本当の俺を見せたかった。でも、もし、それを否定されたらと思うと、こわかった。笑えるだろ？」

「そんなことありません。期待に応えようと努力するフェリクス殿下は、誰にも負けないくらいかっこいいです」

　彼の手を静かに撫でたリズベットはにっこりと笑った。

「リジー……。いろいろと試すような真似をして悪かった」

「誰にでも、悩みや不安はあるんです。完璧な人なんて、どこにもいません。私だって、一つのことになると周りが見えないくらい夢中になってしまって、よく迷惑だって注意されています。本当に治したい悪い癖で……」

「それはすごいことだと思うぞ、リジー。世の中には夢中になれるものを見つけられずに悩む人間もいるんだから」

「そう……ですか」

　今まで欠点でしかなかったことを少しでも認めてもらえて、リズベットは心が温かくなった。

「リジー。今日は、公務が終わるまで部屋で待っていてくれ。もっとゆっくりと話がしたい」

「はい」

　頬を染めるリズベットに、フェリクスが優しくキスをした。
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　事情を汲んでいるらしいフェリクスの侍女に着替えを手伝ってもらい、言われた通りにフェリクスの部屋で過ごしていた彼女は珍しそうに、調度品や書棚を見て回っていた。

「リズベット様。そろそろご帰宅のお時間です」

　何か興味深い本はないかと書棚に並んだ本の背表紙を眺めていたリズベットは、突然部屋に入ってきたジラードの厳しい視線とぶつかって驚く。

「でも……フェリクス殿下がここで待っていてほしいって」

　夜には公務が終わるから、それまでここにいてくれと言われている。

「もう魔法は解けたのです、おとぎ話の娘のように。あなたがあまりにもしつこく殿下につきまとうので、殿下も気の毒に思われたのでしょう」

　ジラードは胡散臭い目でリズベットを一瞥すると、彼女の手首を掴んだ。

「離してください！」

「もう十分すぎるほど堪能したでしょう？　あなたのような田舎娘は王家にはふさわしくない。フェリクス殿下のためを思うなら、今すぐここから立ち去って、二度とここへ近づかないようにお願いします」

「殿下のため……？」

「そうです。フェリクス殿下はお優しい。あなたに合わせていただけの話です。こういうことは初めてではないんですよ。あなたで何人目だったか……」

　それを聞いたリズベットの心に亀裂が入る。

「初めてじゃない……？」

　たしかにフェリクスのそばにいたいと願う女性はごまんといるはずだ。

「ええ。ですから、もう夢を見るのはおやめなさい。さあ、玄関で馬車が待っていますよ」

　引きずられるようにしてリズベットは玄関まで連れていかれる。周りの様子などまったく目に入ってこなかった。

（フェリクス殿下……。全部嘘だったの？）

　もう一度会って話がしたい。

　振り返ったリズベットだったが、無理やり馬車に押し込まれ、実家に向かって出発させられてしまった。










第六章

愛する人のため











　何が嘘で、何が本当かわからない。王宮での一夜を遠い過去のように思いながら、ぼんやりと過ごしていたリズベットのところに、ミランがやってきた。

「リズベット。元気にしているかな？」

「あんまり、元気じゃないけど……どうしたの？」

「……今から一緒に王都に来てほしい」

　ミランは言いにくそうに顔を逸らした。王都と言えば、フェリクスの住む王宮もすぐそばにある。

「でも……私、今はそういう気分じゃなくて……」

「賑やかな所に行けば気持ちが変わるかもしれない。もうすぐ俺の誕生日なの、知っているだろ？」

　ミランは苦笑した。

「あ、そうだったわね。おめでとう」

「そうじゃなくて、一つくらい願い事聞いてくれてもよくないかなと思って」

　そう言われてリズベットは返答に困った。

　今はゆっくりと心の整理をしたい。しかしながら、ミランにはフェリクスに会うために何度も協力してもらった。

（一日出かけるだけなら……。家にいたらずっと悩みそうだし）

　誰かに打ち明けられたら少しは心が軽くなるかもしれないのに、誰にも話せないのは辛い。

「わかった。今準備してくるわ」

　頷いた彼女は、両親に出かけることを話してから、ミランと共に馬車に乗って王都に向かった。

　フェリクスのいる王宮に近づいていると思うと、胸がぎゅっと苦しくなる。

（もう、忘れないと……）

　膝に乗せた手をきつく握りしめると、ミランがその上に手を乗せてきた。

「寒い？」

「大丈夫……」

「後悔しているんだ。王宮で働いているところをリズベットに見てほしくて招待したのに、こんなことになるなんて」

「ミラン？」

「すぐに諦めると思っていたのに。一度ダンスを踊れば満足すると思ったのに」

　突然ミランに抱きしめられて、リズベットは驚いた。

「リズベットには悪い癖があるのを忘れていたよ。命を落としかけたこともあるのに、まだ懲りてないんだなって。夢中になりすぎることが、周りにどれだけ迷惑かって」

「悪い癖……？」

「目を覚まして、リズベット。いくら殿下が君に優しくても、それは君に合わせているだけなんだから。本気で君のことを想っているわけがないだろう？」

「どうしてミランにそんなことわかるの？」

　忘れようと思っていた傷を抉られるような思いで、彼を睨む。

「わかっていないのはリズベットだけだよ。小さい頃からずっと君のことを見てきたんだ。そろそろ、俺のことも見てほしい」

「ミラン――」

　リズベットは突然の告白に目を丸くした。

「そんな顔するってことは、全然気づいてなかったってことか」

　落胆したようにミランの表情が曇った。

「ごめ……」

「それ以上は言わないで。少しくらい迷ったりしないわけ？」

「……」

　腕を緩めたミランが、ため息をついて頭を掻く。

「俺は君を大切にするよ。無謀なことをしないように、ちゃんとそばにいてあげるから」

　穏やかな笑みに、リズベットはかすかに笑い返した。痛いくらいに手を握られ、リズベットは顔を伏せる。

　ミランの言うそばにいるというのは、きっと自由がないのだろう。リズベットは遠くに見える町並みを眺めながら、うっすらと涙を浮かべた。
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　王都に着くと、地方の町とは比べ物にならないくらい、人の数も店の数も圧倒的に多い。賑わう町並みを横目にリズベットの心は晴れなかった。

　気分転換のために訪れたはずなのに、よけいに胸の内は混乱している。

（フェリクス殿下のことを忘れるためにミランと付き合ってもいいの？　それが一番いいことなの？）

　好きなのに嘘をついて、好きではないのに嘘をついて。いつかその苦しみが癒える時は来るのだろうか。

　ミランが気を利かせていろいろと店を説明してくれているのに、リズベットは上の空でまったく頭に入ってこない。

　ふいに、甘い香りがしてきて彼女は足を止めた。

　広い市場には、小さな露店がたくさん出ていた。色とりどりの果物や、香ばしく照りをつけて焼いた肉を並べている店、動物の毛皮を吊している店、草で編んだ籠を売っている店などがずらりと揃っている様子は壮観だった。

「すごい……」

　ふと、ミランへの誕生日プレゼントをここで選ぶのも悪くないかと思いつく。

「少し、一人で見て回ってもいい？」

「だめだよ。君はすぐに迷子になるから」

　また強く手を握られて、リズベットは小さく頷くと、ミランと共に歩き出した。

　これではサプライズにはならないとがっかりしながら、目につく店を一つ一つ見て回った。

「なかなかないわね……」

　裏路地を抜けると、一気に人影が少なくなる。

「ここは、過去の戦火を逃れるために、城壁をいくつも建ててあるんだよ。それこそ、二重三重に。だから、ほとんどめぼしい店はないんだけど」

「じゃあ、何があるの？」

「旅人を泊める宿さ。外側に行くほど守りが薄くなるから、値段もその分安い」

「ふうん……」

　さびれた道は、路肩に座り込む物乞いがいたり、昼間から酒を飲んでいるような男がぶつぶつと独り言をつぶやいたりしていた。

「戻ろうか」

　ミランがそう言った時だった。道の角から、数人のごろつきが勢いよく走ってきて、二人を取り囲んだ。

「なんだ、お前たちは」

「見つけたぞ。コティ伯爵の娘だな？」

「きゃっ」

　呆気に取られたリズベットは、男のうちの一人に腕を掴まれる。

「リズベット！」

　ハッとしたミランがリズベットの方に向いた途端に、後ろから男たちにがっちりと両腕を拘束されてしまう。大男二人に羽交い絞めにされた彼は、悔しそうに歯噛みして必死の抵抗を試みる。

「ミラン！」

　後ろ手に手首を縄で固定され、リズベットは、振り返ってさあっと青ざめる。

「人違いですっ……！」

「そんな下手な芝居を打っても無駄だよ。今日王都に来ることは事前に調べてあるからなあ」

　頭から麻袋をかぶせられ、急に視界が遮断される。

「ミラン！　助けて！」

「彼女を離せ！」

　叫ぶミランとの距離はまったく縮まらなかった。

「あまり騒がれると衛兵が嗅ぎつけてくる。そいつは任せたぞ。適当に転がしておけ」

「んんー！」

　袋の上から口元に縄か紐のようなものをかまされ、言葉にならない。悪漢に担がれたリズベットは堅い板のような所に乱暴に投げ出された。肩が痛んだが、それどころではない。

　リズベットの体が揺れた。どうやら、荷馬車に乗せられているらしい。かなりのスピードを出して、荷馬車はどこかへ向かっているようだった。

（どうしよう。人違いだって、どうしてわかってくれないの？　ミランはどうなるの？）

　恐怖のあまり、リズベットは気を失ってしまった。
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　目が覚めた時には、どこかの建物の中に連れられて、軋む階段を下りていくような感覚があった。いったいどれくらい遠くまで連れてこられたのか、今が昼なのか夜なのかもわからない。

　目隠しを取られると、そこはランタンの明かりだけが頼りの、窓のない薄暗い部屋だった。所狭しと物が散らかった部屋には目つきの悪い男たちが数人いて、リズベットの方を向いてにやにやと笑っている。酒の臭いや、食べ散らかした食材がすえたような臭い、そして、白く煙る煙草の臭いが混ざって、不快な空間でしかない。

「ひ、人違い、なんです……」

　手足を縛られ、立ったまま柱に括りつけられたリズベットは真っ青な顔で何度目かのセリフを口にする。

「もうすぐ、手下が戻ってくる。伯爵から身代金をたんまりともらってな」

「だから……それは当家ではなくて……」

　足が震えて立っているのもやっとだ。皮肉にも、柱に手首をきつく縛りつけられているせいで、その場に崩れ落ちずに済んでいる。

「泣きもしないで、強情な娘だ。気に入らない」

　立ち上がった男の一人がナイフを手にリズベットの目の前にやってきた。

　ぎろりと見下ろす獰猛な視線に息が止まりそうになる。銀色に光るナイフは少しさび付いていた。

「お頭。どうするんで？」

　ごろつきの一人が男に声をかける。

（もしかして、この男たちが、各地を騒がせている山賊？）

　リズベットはごくりとつばを飲み込んだ。

「殺す前に、かわいがってやる」

　お頭と呼ばれた男は、にやりと下品な笑みを浮かべると、リズベットのワンピースの胸元をナイフで勢いよく切り裂いた。丸いボタンが汚れた床に飛んで転がっていく。

「……いやっ！」

　男の手から逃れようと力いっぱい体をよじっても、柱はびくともせず、手首を縛る縄がますます食い込んで指先が痺れるだけだった。

「いい体してるじゃないか」

　ずたずたになった服を両手で引き裂かれ、リズベットの胸元から臍の辺りまでが男たちの前に露わにされる。冷やかしの声や指笛が鳴らされ、リズベットの目にみるみる涙が溜まってきた。

「や……やめ、て……」

「すぐによくしてやるよ」

　ざらついた男の手に柔肌を力任せに掴まれて、リズベットはくしゃくしゃに顔をゆがめて涙を零す。

「いや！　触らないで！」

　こんな屈辱を受けるくらいなら、いっそ正気を失ってしまいたい。

　人違いなのだから、目当ての伯爵は自分の娘が無事なのを知っているだろうし、わざわざ助けにきてくれるとは思えない。誰にも気づいてもらえずに、ここで一生が終わるのだろう。

　フェリクスに触れられた時は胸の高鳴りしか感じなかったのに、今はおぞましさと恐怖でいっぱいだ。粗暴な扱いに、リズベットはすすり泣いた。

「情けない顔だな。もっと色っぽい声出してみろって」

　男はそう言ってリズベットの下着に手をかけた。

「いやぁっ！」

　嫌悪感で全身がぞわっと震えあがった。あらん限りの声で叫んだリズベットの耳に、階上からドスンと重いものが落ちたような音が飛び込んできた。

　それは、山賊たちも同時に聞こえたようで、全員が天井を向く。

　リズベットの目の前にいた男も一瞬手を止めて上を仰いだ。

「なんだ。ネズミでも出たか？」

　物音は一つだけではなく、ばたばたと誰かが暴れているような音は静まるどころか、もっと激しくなった。それに加えて怒号も飛び交っている。

「ちっ、うるさいな」

「伯爵の野郎が用心棒でも連れてきたんじゃねえか？」

「お前ら、ちょっと様子――」

　男が言いかけた時だった。扉が吹き飛びそうな勢いでこちらに向かって開いた。勢いがよすぎて壁にたたきつけられ、蝶番が外れる。

「なっ、なんだ、てめえは！」

　山賊たちが一斉に立ち上がり、壊れた扉の前に長い脚を突き出していた男に向かっていった。どうやら扉を蹴破ったらしい青年が、ためらいなく長剣を鞘から抜くと、男たちは一瞬ひるんだが、それぞれ手に持った武器で一斉に扉に走っていく。

「邪魔だ！」

　階段の手すりを越えて飛び降りた青年が、奥の柱に括りつけられているリズベットと目が合う。

「フェリクス殿下……！」

　最愛の人の頼もしい登場にリズベットは胸が熱くなって、涙が止まらなくなった。

「殿下？　まさか。なぜ王宮の人間が――」

　彼女のつぶやきを聞きとった賊長は眉をひそめ、予想外の展開に動揺しているようだった。

「リジー！」

　襲い掛かる山賊たちに応戦しながら、フェリクスはリズベットめがけてやってくる。彼の後ろからは深紅の制服を着た王室親衛隊の姿も数人見える。全員が臨戦態勢だった。

「こうなったら……」

　賊長はリズベットを人質にするつもりのようだったが、フェリクスの方が早かった。

　無駄のない動きで賊長に詰め寄り、その喉元に長剣を突きつける。

「首領は貴様か？」

　鋭い眼光で射貫かれた賊長は、ぎょっと目を剥いて、後退った。

「お、俺じゃ……」

「その人です！」

　リズベットは喧騒の中で声を張り上げた。

　地下の部屋は、山賊たちと親衛隊、衛兵たちの応酬で大混乱を極めていた。賊長はその騒ぎの中で一人だけ逃げようとしているのだ。

「二度と日の目は見られないと思え」

　賊長の胸ぐらを掴んだフェリクスはその体を壁にたたきつけ、押さえつける。

「く、苦し……。も、もう、しません、から……」

「信じると思うか？」

　さらに襟を締め上げるフェリクスの背後に、山賊の一人がこん棒を大きく振り下ろそうとしていた。

「フェリクス殿下！」

　リズベットが叫んだが、賊長を押さえつけている状態では間に合わない。心臓が痛いくらいに締めつけられた気持ちでリズベットが目を見開くと、横から深紅の制服が目にも止まらない速さで現れ、その腕を斬りつけた。

「殿下！　少しは周りも気にしてくださいませ！」

　剣を振るって檄を飛ばしたのはジラードだ。

「そのためにお前たちがいるんだろう？　それより、こいつが首領だ、連れていけ」

「は……はっ」

　フェリクスの気炎に気圧された彼は、咄嗟に返答できずに口ごもる。子供でも扱うみたいに、屈強な体躯の賊長をぽいとジラードの前に投げ捨てたフェリクスが、リズベットの方へやってきた。

「こわかっただろう？　遅くなってすまなかった」

　腰の短剣を引き抜いて、柱に結びつけられた縄を切ってくれた。手が自由になり、足が一歩前に出ると、リズベットはふらりと前に倒れ込んだ。痺れが強くて感覚がだいぶ鈍っている。それをフェリクスの腕が優しく抱き留めてくれた。

「殿下、どうしてここが……」

「ミランが教えてくれた。ずいぶん傷を負っていたが、なんとか山賊からこの場所を吐かせることができたらしい。さすがに一人では立ち向かえないと思ったのだろう、王宮まで伝えにきてそのまま……」

「まさか――」

「大丈夫。今は医務室で休んで、会話もできている」

「そう……ですか」

　リズベットはホッとした。

「それにしても――」

　フェリクスは、そっと腕を緩めると、自分の上着を脱いでリズベットの肩にかけてくれた。温もり以上に心が熱くなって、彼女は目を閉じた。

（本当に殿下が来てくれなかったら……）

　リズベットはため息をついて、部屋を見回した。賊長が捕まったことで、山賊たちの士気は完全に消沈して、抵抗する者は誰一人としていなくなっていた。

　全員が引きずられように連行されていくと、フェリクスがふいにリズベットの肩と腰に手を回して軽々と抱き上げた。

「フェリクス殿下。私、お、重いですよ……」

「まったく感じない。羽根でも掌に載せているようだ」

　取り澄ました顔で答えたフェリクスはゆっくりと歩き出す。

「このまま王宮へ向かう。またリジーの身に何かあったら心臓がいくらあっても持たない」

「殿下……。申し訳ありません、私があまりにもしつこいから……」

　リズベットはしゅんとうなだれた。

「ああ……。ジラードが勝手なことをしてくれたらしいな。王家のためだとか言って、融通の利かない石頭め」

　舌打ちしながら、フェリクスは眉をひそめる。

「俺は、お前を可哀想だとか、同情であんなことをしたんじゃない。本当にそばにいてほしいと思ったからだ」

「本当に私でいいんですか？」

「お前がいいんだ。リジー。お前じゃなきゃいやだ」

　宿屋を出ると、そこには王家の紋章入りの黒檀の馬車が待っていた。

　御者が開けてくれた馬車にリズベットを抱いたままフェリクスが乗り込む。

「リジー。俺と結婚してくれ。そばにいてほしい」

　真っ直ぐに見つめられ、リズベットの瞳が熱く潤んだ。

　優しいところも、意地悪なところも、真摯なところも、彼のすべてが大好きだ。愛する人に望まれて、これ以上幸せなことがあるだろうか。

　答えは最初から決まっている。

「はい。殿下のおそばにいさせてください」

　そう答えると、凛然としたフェリクスの表情がたちまち和らいで、零れるような笑みを見せた。

「ありがとう」

　フェリクスに肩を抱き寄せられて、リズベットは顔を赤くした。結婚を承諾したものの、まだ夢を見ているようで、現実感がない。しかし、そんな心配は無用とばかりに、馬車に揺られている間、彼はずっと温かい腕の中に包んでいてくれた。





＊　＊　＊






　王宮に着いて早々、丹念に湯浴みをさせてもらい、豪華な食事を用意され、緊張の中、フェリクスの両親、つまり国王と王妃に結婚の承諾をもらいに、謁見の間を訪れたのが午後の話。

　フェリクスが初めて自分から強い希望を口にしたことを二人はいたく喜んだ。リズベットの身分についても、言及はされなかった。

　医務室で休んでいるミランの見舞いにも訪れた。かなりの打撲の痕と痛々しい包帯姿にリズベットは涙を浮かべて謝ったが、ミランは悪いのは自分だからと、頭を下げた。

本来であれば王太子の動向を一般の人間に漏らしたことは重罪だと叱責したフェリクスだったが、国を脅かす山賊の組織を一網打尽にできたのは、ミランが懸命に王宮へ伝えにきたからだと言って、お咎めなしということになったそうだ。

「ミラン。本当にごめんなさい。こんな時に言うべきじゃないのかもしれないけど、私やっぱりあなたの気持ちには応えられない」

　大きく息を吸って、気持ちを吐き出すと、ベッドに横たわっているミランがあざだらけの頬をかすかに上げた。

「そんな気はしていたよ……。でも、相手がフェリクス殿下なら敵いっこないな」

　困ったように眉を曲げて、苦笑する幼馴染みに、リズベットは申し訳なく頭を下げるしかなかった。

「せっかくの誕生日も台無しにしてしまって……」

「まあ、もとはと言えば俺が無理に王都に連れ出したからだし。それに、今回のことで殿下に名前を覚えていただいて、光栄だよ」

　誇らしげに目に力を入れるミランに呆気に取られて、リズベットは開いた口が塞がらない。前向きというか、いい意味で鈍感というか、おおらかな彼には尊敬の念すら覚えたのだった。




　時間はあっという間に流れ、このまま自宅に戻るのは夜遅くになるということで、リズベットは王宮に泊まっていくことになった。

　客室の一つを用意され、リズベットは寝室の広いベッドの上で何度も寝返りを打っていた。昼間、あんな騒動があったせいか、それともフェリクスとの婚約のことで気が昂っているのか、まったく眠気がやってこない。

「リジー。起きているのか？」

　ふいに声がかけられて寝室の入り口の方へ目を向けると、フェリクスが立っていた。

「殿下！」

　驚き半分、嬉しさ半分で起き上がると、彼はふっと笑みを浮かべた。

「一人では不安で眠れないかと思って様子を見にくれば案の定だな」

　肩をすくめたフェリクスは彼女のそばにやってきて、ベッドに腰かける。

「不安というわけでは……」

　リズベットは言い淀んだ。たしかにそれもあるのかもしれない。そんな彼女の肩を抱いて、フェリクスがそっと口づける。深く甘い熱に融けて、張りつめていた神経が緩んでいく。

　彼の手が柔肌に触れて、リズベットは小さく震えた。

「こわいか？」

　頬を優しく撫でながら、囁くように尋ねてくる。

「大丈夫です。ちっともこわくありません」

　リズベットは彼の気遣いに微笑んで、首を横に振った。

「いやなら、すぐにやめるから、言ってくれ」

　二人は吐息を交わしながら、角度を変えて何度も口づけを繰り返す。それはだんだんと深くなり、互いの舌が絡み合う頃には全身に熱を帯びて少しでも彼に体に触れられると甘い声が漏れるようになっていた。

「吸いつくようにしっとりとなめらかで、いつまでも触れていたい」

　まろやかに柔肌を転がされて、リズベットは頬を染めた。

「そんなこと……言わないで……」

「恥ずかしい？」

　静かに頷くと、彼の笑った吐息が尖った頂にかかり、口の中に含まれた。

「はぁん……っ」

　温かな口腔の中に捕らわれた頂が舌先でぬるぬると転がされている。甘い痺れが押し寄せてきて体の奥がきゅうっと締めつけられた。

「かわいいリジー」

　歯先で甘噛みされ、頂の根元を執拗に舐め回される。これまで何度も思ったことだが、この愉悦を我慢しろという方が難しい。

「あっ、あんっ……」

　反対の柔肌も同じように時間をかけてじっくりと彼の舌戯に踊らされる。部屋が暖炉の火で温かいのも相まって、リズベットの体は汗ばんでいた。

「俺も熱くなってきた」

　額に下りた前髪をかき上げたフェリクスが自身の寝衣を脱ぎ、下穿きを脱いでいく。リズベットはドキドキしながら、彼の肌が露わになっていくのを、目を逸らしながらも横目で見ていた。

　引き締まった体躯は、橙色の炎に照らされてさらに輝いているように見えた。

「すごく濡れているな」

　膝を立てたリズベットの足の間を見つめたフェリクスの言葉にまた体温が上がる。

「あ、あんまりじろじろ見ないでください」

「つれないことを言うな。とても綺麗なんだから、もっと見せてくれ」

　震えながらぴったりと合わせていた膝は、フェリクスの手で左右に大きく開かれてしまった。秘所が空気に晒され、ひくりと疼くのを感じる。

「こんなに溢れさせてもったいない」

　指先でぬるぬると蜜口をなぞられ、リズベットは喘ぎながら足を閉じようとした。しかしすでに見つかってしまった秘所から彼を引き離すことはできなかった。

　それどころか、温かくぬるりとした感触とともに熱い吐息がかかった時には腰が跳ね上がった。

「ふぁ……っ」

　恥ずかしさのあまり甘く叫んだリズベットだったが、いやらしく上下に動く舌先に蕩けてしまい、甘いめまいに酔いしれた。

「あっあっ……きもちいぃっ……」

　溢れた蜜を、音を立てて吸われ、尖った舌先に蜜口の中を舐め尽くされる。

「さっきよりも溢れてきた」

　舌の代わりに、ぐちゅりと指先を蜜口に押し込まれるが、わずかな抵抗はあるものの、リズベットの蜜壁はなめらかにそれを受け入れる。彼が指を躍らせると淫らな水音と共にリズベットの腰も揺れ出した。押さえつけるようにフェリクスが秘所に吸いついてくる。その舌先に探り出されて顔を出した花芽をとらえられ、リズベットはびりびりと痺れるような愉悦に身もだえした。

「あっ……殿下。おかしくなりそうですぅっ！　あぁっああぁっっ……」

　敏感な部分を口に含まれ、彼の体温でとろとろになってしまいそうだった。体の奥の疼きは勢いを増し、指先で弱い部分を狙われると、たちまちリズベットの意識は真っ白な波にさらわれて、しばらく甘く霞がかかった世界にただよっていた。

　今までで一番幸福に満ち溢れた瞬間だった。お互いの気持ちが重なって一つになれたような気がした。フェリクスと目が合って、恥ずかしかったが嬉しくて微笑む。

「リジー。なんてかわいい表情をするんだ」

　フェリクスは眉を寄せ、一瞬困ったような顔をしたが、真剣な表情に戻ってリズベットの力の抜けた両脚をさらに広げた。

「お前の中で果てたい」

「……はい」

　頷くと、すっかりびしょ濡れになってしまった蜜口にフェリクスの体の中心にそびえる逞しい切っ先が押し当てられた。熱く弾力のある先端がぬちゅりと蜜口を押し拡げる。

「ひぁ……大き、過ぎます……ぅっ」

　淡い茂みの向こうに彼の肉体がリズベットの中に押し込まれていた。

「大丈夫だ。十分解れている」

　大きく押し拡げられた蜜洞が逞しい質量にみっしりと埋められていく。切なくヒリヒリした痛みが体の奥で始まり、燃えるような痛みを感じた瞬間に、一度彼が体を引くのがわかった。それを何度も繰り返すうちに、リズベットの苦しげな吐息が緩んできて、体から力が抜けてきた。

「ひぁぁん……！」

　深く楔を打たれてリズベットは体を弓なりに逸らした。二度目とはいえ、まだその剛直な楔はなじみきっていない。

「ああぁ……殿下、もっとゆっくり動いてぇ……っ」

「だめだ。そんな声を聞かされたら、もう手加減できない」

　それでも、いったん抽送を緩めてくれたが、リズベットが甘く喘ぎ出すとたちまち激しさを増してきた。

「あぁんっ！」

　届かないと思っていた、触れてほしい場所を今フェリクスが埋めている。ぎっしりと満たされた蜜洞を彼の熱が何度も行ったり来たりして、リズベットは最奥を穿たれる度に喜悦の声を上げた。

　指で味わう甘美な感覚とは違う、激しい愉悦に何も考えられなくなってしまう。ただフェリクスが好きだ、このままずっと一緒にいたい、それだけを願って彼の背中に腕を回した。

　フェリクスもぎゅっと強く抱きしめてくれたので、リズベットは本能のままに切ない声を上げ続ける。

「リジー、愛している！」

「私もです、フェリクス殿下……っ」

　互いに貪るように口づけたあと、体を起こしたフェリクスは、リズベットの両脚を腕に抱えてさらに深くまで抉ってきた。

「あっあっ……それ、きもちいいのっ……！」

　しなる肉塊で熱く中をかき混ぜられ、リズベットは揺れる視界の中、涙を浮かべながら叫んだ。

「リジー……っ」

　背中を仰け反らせて喘ぐ彼女に、刻みつけるように激しく暴れたフェリクスの分身が怒張して熱く弾けた。どくどくと注ぎ込まれる子種を感じながら、リズベットもまた空に舞い上がっていくような浮遊感と充足感に包まれて、一度硬直した体が一気に弛緩していった。

　余韻を味わうように、フェリクスがゆっくりと腰を揺らして、ぐちゅぐちゅと二人の蜜をかき混ぜる。

「はぁ……あぁ、殿下……」

　うっとりと見上げると、彼の手が伸びてきて乱れた髪を耳にかけてくれた。そして柔らかく吸い上げるように唇を奪われる。

「リジー、綺麗だ。この世で一番、大好きだ」

　その言葉が嬉しくて微笑んだリズベットの中で、再びフェリクスが動き出したのを感じた。

「殿下？」

「ずっと、お前と繋がっていたい。もっと、その声が聞きたい」

　余韻の残る蜜洞は、フェリクスの熱い想いに悦び震えた。

　それから何度も、リズベットが気を失いかけてもフェリクスの蜜戯は止まらなかった。さすがに朝方は勢いが弱くなったものの、リズベットが目を覚ますと嬉しそうに声を聞きたがった。










エピローグ











　金の細工で縁取られた大きな鏡には、一人の青年が映っていた。

「本日も完璧でございますわね、フェリクス殿下」

　身支度を手伝い終えた侍女が誇らしげに微笑む。

「当然だ」

「まあ。殿下は、少しお変わりになりましたね」

　自信たっぷりのフェリクスの返答に侍女は驚いて目を丸くしたが、すぐに温厚な笑みを浮かべた。

「お前たちを失望させるようで悪いが、これからは思ったことを忌憚なく言うと思う」

　理想通りの完璧な王子になれない後ろめたさはあるが、もう決めたことだ。たとえ、それで人から疎まれることになっても、一人でもそばにいてくれることがわかっているから。

「いえ。失望するなど滅相もございません。私たちは殿下のお望みをお聞きしますのが仕事ですので。何なりとお申しつけください」

　侍女は深く一礼すると、部屋を出ていった。

　あっさりと受け入れられて彼は少々拍子抜けする。もしかしたら自分はとても些細なことで悩み続けていたのかもしれない。だが、その突破口を作ったのは自分ではない。

「フェリクス殿下。ご準備はできましたか？」

　隣の部屋の続き間を通って、姿を現したのはラベンダー色をしたドレスに身を包んだリズベットだった。柔らかな茶色の髪は三つ編みにして髪留めでアップにまとめられている。耳元には真珠の耳飾りが小さく揺れていた。

「今夜も綺麗だな、リジー」

　世界中どこをめぐってもリズベット以上に惹かれる女性はいない。

「フェリクス殿下こそ、とっても素敵です。また今夜も大勢の方と踊られるんですよね」

　ためらいがちに尋ねる彼女は、鏡の中を覗き込んだ。

　相変わらず完璧な容姿のフェリクスと、とにかくドレスと宝飾品だけは最高級のものを身につけさせてもらっているリズベットが並んで立っている。ドレスだけが浮いていないか心配で仕方ない。

「リジーのそういう顔がかわいい」

「ひ、ひどい。わかってて踊るんですから、最低ですよ」

　二人はもうすぐ結婚式を挙げることが決まっている。婚約してからというものの、行儀作法の勉強や貴族たちへの報告も兼ねて、連日とまではいかないが、リズベットはほとんど王宮に常駐しているような状態だ。

　王宮もお祭りムードで、舞踏会や晩餐会が頻繁に開かれている。

　結婚相手が決まれば、フェリクスも大勢の令嬢とダンスをしなくても済むと思っていたのだが、彼はあえてそれをやめなかった。

「何をわかっているって？」

　にやりと笑いながら、フェリクスは彼女の体を抱き寄せた。

「だから……その、私が、やきもち焼くの知ってるんでしょう？」

　フェリクスが心変わりなどしないと信じている。王宮にやってきた日はいつも彼の腕の中で朝を迎えるくらい、二人はほぼ夫婦同然の関係だ。それでも、やはり、フェリクスが優しい微笑を浮かべながら他の令嬢と踊るところをただ見ているというのは、胸がモヤモヤして仕方がない。

「その、いじらしい顔が好きなんだよな」

　フェリクスは身をかがませて彼女の髪にキスを落とした。

「もう。ごまかさないでください」

「本当だよ。だからよけいに――」

　そこまで言いかけたフェリクスは、ふっと笑って言葉を止めた。

　リズベットがやきもちを焼いているくらい知っている。舞踏会が終わってから褥を共にする時、彼女の反応がとびきり甘いことも知っている。フェリクスが欲しくてたまらないという顔を見たくて、声を聞きたくて、わざと他の令嬢と踊ると言ったら彼女は怒るに違いないだろう。

「愛している。ずっと離さない」

　フェリクスはリズベットの薔薇のような唇に口づけ、その華奢な体を強く抱きしめた。

　話をはぐらかされて不満そうに身じろぎした彼女も、やがて彼の腕に包まれて身を委ねる。

　鏡は今日も静かに映していた。仮面をつける必要のなくなったフェリクスと、一身に愛を注がれる純粋な心をもったリズベットを。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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